
C O N P A S (28)

　酷
暑
の
夏
も
い
つ
の
ま
に
か
影
を

潜
め
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し

た
。
気
候
が
変
わ
っ
て
、
皆
様
、
ご
奮

闘
の
毎
日
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　秋
と
言
え
ば
、
読
書
の
秋
、
食
欲
の

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
実

り
の
秋
、
物
思
い
に
ふ
け
る
秋
・
・
・

色
々
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
。
で
も

本
音
を
言
え
ば
何
を
置
い
て
も
食
欲

の
秋
は
い
い
で
す
ね
ぇ
。
今
夜
は
秋

刀
魚
の
塩
焼
き
に
松
茸
の
土
瓶
蒸

し
、
栗
ご
飯
、
デ
ザ
ー
ト
は
柿
と
梨
と

か
・
・
・
い
や
は
や
御
馳
走
さ
ま
で
す
。

　小
生
、
先
日
、
柄
に
も
な
く
九
響
の

演
奏
会
に
行
き
ま
し
た
。
曲
目
は
ス

メ
タ
ナ
の
交
響
詩
「
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
」
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
一
番
、
交
響
詩
第
６
番
「
悲
愴
」
。

指
揮
は
コ
バ
ケ
ン
こ
と
小
林
研
一

郎
。
ピ
ア
ノ
は
愛
娘
の
小
林
亜
矢
乃
。

い
や
ー
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
感
動
し

ま
し
た
。
た
ま
に
は
本
物
に
触
れ
る

の
は
い
い
も
の
で
す
。
私
に
と
っ
て

は
芸
術
の
秋
が
一
番
と
言
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
さ
て
、
皆
様
は
ど
ん
な

秋
を
楽
し
ま
れ
ま
す
か
？

　皆
様
の
お
蔭
で
本
紙
23
回
秋
号
は

前
回
に
引
き
続
き
28
ペ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。
創
刊
当
時
の
12
ペ
ー
ジ
か

ら
格
段
の
増
ペ
ー
ジ
で
す
。
次
回
の

春
号
へ
の
ご
寄
稿
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員
長
（
福
岡
）
上
田
泰
博

　記

麻生商事 ( 株 )
820-0609
福岡県嘉穂郡桂川町吉隈 430-27 0948-20-2020

大野コンクリート ( 株 )
819-0036
福岡県福岡市西区大字吉武 61-1 092-811-6677

( 株 ) 柏木興産
812-0006
福岡県福岡市博多区上牟田 1丁目 27 番 1 092-473-7858

( 株 ) 九コン
810-0062
福岡県福岡市中央区荒戸 3丁目 4番 16 号 092-741-5731

九州高圧コンクリート工業 (株 )
815-0035
福岡県福岡市南区向野 1丁目 13 番 14 号 092-554-6660

共和コンクリート工業 ( 株 ) 九州営業部
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 8番 24 号 092-262-5755

ケイコン ( 株 ) 九州支店
812-0013
福岡県福岡市博多区博多駅東 2丁目 13-26 092-471-1784

小倉セメント製品工業 ( 株 )
802-0052
福岡県北九州市小倉北区霧ヶ丘 3-11-10 093-921-0136

昭和コンクリート工業 ( 株 ) 九州支店
812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南 4丁目 2-10 092-472-6463

大建コンクリート工業 ( 株 )
838-0223
福岡県朝倉郡筑前町砥上 2220 0946-42-3131

中里産業 ( 株 )
822-1405
福岡県田川郡香春町中津原 2787 0947-32-2132

( 株 ) ハセガワ 福岡県行橋市大字稲童 3649 番地 1 0930-23-1771

本田工業 ( 株 )
839-1342
福岡県うきは市吉井町生葉 636 0943-75-4161

水谷建設工業 ( 株 )
825-0001
福岡県田川市大字伊加利 2193 番地 0947-44-2111

安永セメント工業 (有 )
833-0012
福岡県筑後市大字溝口 920-1 0942-53-3329

( 株 ) ヤマウ 福岡県福岡市早良区東入部 5丁目 15-7 092-872-3301

大協コンクリート (株 ) 佐賀県神埼市神埼町志波屋 1956 0952-52-9763

不二コンクリート工業(株)
843-0233
佐賀県武雄市東川登町大字永野 7552-2 0954-23-1211

馬渡商会 ( 株 )
843-0001
佐賀県武雄市朝日町大字甘久 3498-2 0954-23-4145

Ｈ．Ｏ．Ｃ( 株 )
856-0835
長崎県大村市久原 2丁目 1533-2 0957-53-2112

三和コンクリート工業(株 )
863-0021
熊本県天草市港町 16-13 0969-22-5124

土佐屋コンクリート工業 ( 株 ) 熊本県熊本市中央区坪井 6丁目 38 番 15 号 096-343-3855

不二高圧コンクリート(株 )
861-4114
熊本県熊本市南区野田 1丁目 4番 72 号 096-358-8585

南九州コンクリート(株)
866-0033
熊本県八代市港町 262-57 0965-37-0124

( 株 ) ヤマックス
862-0950
熊本県熊本市中央区水前寺 3丁目 9番 5号 096-381-6300

( 株 ) 和商一
868-0415
熊本県球磨郡あさぎり町免田西 3003-2 0966-45-1251

( 株 ) 池永セメント工業所
879-7761
大分県大分市大字中戸次 4763 097-597-3113

大建コンクリート ( 株 )
879-1313
大分県杵築市山香町速見インター工業団地 0977-44-6262

九州中川ヒューム管工業 ( 株 )
880-0211
宮崎県宮崎市佐土原町下田島 20048 0985-73-1511

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

842-0121

860-0863

インフラテック ( 株 )
892-0821
鹿児島県鹿児島市与次郎 2丁目 7番 25 号 099-252-9911

鹿児島共和コンクリート工業 ( 株 )
895-1106

099-225-3881

福

　
　
岡

　
　
県

佐

　
　
賀
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長
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本
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分 

県
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鹿

　
児

　
島

　
県

( 有 ) 太陽コンクリート工業
891-0144
鹿児島県鹿児島市光山 2丁目 1番 60 号 099-261-6911

( 株 ) 大建
891-1301
鹿児島県鹿児島市西佐多町 942 番地 1 099-295-1151

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

（平成 27 年 10 月 1 日　現在）

●九州コンクリート製品協会　会員名簿●

検索

は

インターネットでも閲覧可能です！！

九州コンクリート製品協会

九州コンクリート製品協会ＨＰより
Ｗｅｂ　Ｃｏｎｐａｓのサイトに移動して下さい。

811-1102

824-0022

北南コンクリート (株 )
891-3101
鹿児島県西之表市西之表 14175 番地 0997-23-1878

( 株 ) 技建
901-1207
沖縄県南城市大里字古堅 1246 番地 098-945-2787

和光コンクリート工業 ( 株 )
883-0051
宮崎県日向市向江町 2丁目 125 番地 0982-52-3610

麻生セメント ( 株 )　福岡支店
814-0001
福岡県福岡市早良区百道浜二丁目 4番 27 号 092-833-5110

( 有 ) 稲佐鉄工所
824-0043
福岡県行橋市大字流末 1138-1 0930-23-3233

宇島技研 ( 有 )
828-0022
福岡県豊前市大字宇島 522 番 20 0979-82-2811

宇部三菱セメント ( 株 ) 九州支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 12 番 20 号 092-752-6101

( 株 ) オンガ
811-4301
福岡県遠賀郡遠賀町島津 464-1 093-293-3635

住友大阪セメント ( 株 )　福岡支店
812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1丁目 2番 5号 092-441-1441

( 株 ) ダイクレ　九州支店
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 5番 18 号 092-262-8765

太平洋セメント ( 株 )　九州支店
812-0018
福岡県福岡市博多区住吉 1-2-25 092-263-8455

( 株 ) チヨダマシナリー　福岡支店
816-0912
福岡県大野城市牛頸 4丁目 4-21-102 092-596-8314

( 株 ) トクヤマ　福岡支店 福岡県福岡市中央区天神 1丁目 14 番 16 号 092-732-6677

西村工業 ( 株 )
820-1111
福岡県飯塚市勢田 2067-9 09496-6-4117

日工 ( 株 )　九州支店
816-0922
福岡県大野城市山田 3丁目 10 番 24 号 092-574-6211

BASF ジャパン ( 株 ) 九州エリア
812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1-4-1 092-481-1271

日吉化学工業 ( 株 )
808-0074
福岡県北九州市若松区藤ノ木 3丁目 2番 39 号 093-791-3233

ヒロセ ( 株 )　補強土橋梁部 福岡県福岡市博多区奈良屋町 2番 1号 092-283-7320

福岡金網工業 ( 株 )
812-0041
福岡県福岡市博多区吉塚 1丁目 3番 11 号 092-621-3000

森山工業 ( 株 )
830-0075
福岡県久留米市大善寺町黒田 53-1 0942-27-1147

( 有 ) 大東運輸
859-1414
長崎県島原市有明町大三東丁 671-1 0957-68-1800

810-0001

812-0023

( 株 ) 不二宮製作所
864-0025
熊本県荒尾市高浜字前 1825-50 0968-68-1318

( 株 ) 浜崎コンクリート工業
894-1508
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 1114-69 0997-72-1179

賛

　
　
助

　
　
会

　
　
員

沖
縄
県

鹿
児
島
県

※本文中のカットは馬出博文氏　（中津市在住）の作品です。
※住所変更などある場合は、早めに事務局へご連絡ください。

( 株 ) センコン 鹿児島県薩摩川内市東郷町斧淵 2900 番 0996-21-6282

890-0062

鹿児島県鹿児島市名山町 1番 3号

( 株 ) 宝機材
501-0222
岐阜県瑞穂市別府 1723-1 058-327-2222

トヨタ工機 ( 株 )
183-0035
東京都府中市四谷 6丁目 12-8 0952-53-2131

( 株 ) 日栄商事
501-6236
岐阜県羽島市江吉良町江中 7-16 058-398-3611

富国石油 ( 株 )
410-0011
静岡県沼津市岡宮 949 番地の 8 055-921-4331

準
会
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C O N P A S(1)

た
だ
い
た
。
こ
の
協
会
を
更
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
会
員
の

増
強
は
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
も
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　一
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
の
２

回
目
の
最
高
得
点
者
を
後
ほ
ど

表
彰
す
る
。
こ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

業
界
の
技
術
力
・
品
質
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

2015

発行責任者 : 松﨑　秀雄
事務局 :熊本市中央区水前寺 3-9-5

0

る
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協

定
の
模
様
は
全
国
紙
や
九
州
地

区
の
地
方
紙
な
ら
び
に
業
界
紙

に
掲
載
さ
れ
、
期
待
の
大
き
さ

を
理
解
で
き
た
。
こ
れ
は
過
去

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や

北
部
九
州
豪
雨
災
害
を
経
験
し

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
今

後
危
惧
さ
れ
る
中
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際
に
被
害
の
拡

大
防
止
、
被
災
施
設
の
早
期
復

旧
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
協
定
で
あ
る
。
我
々
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
業
界
が
今
ま
で
以

上
に
、
災
害
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
相
応
の
責
任
が
果
た

せ
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
に
な

る
。
有
事
の
際
に
は
縦
横
無
尽

に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

住
民
の
一
日
も
早
い
平
穏
な
暮

ら
し
を
取
り
戻
す
た
め
に
働
い

て
欲
し
い
。

会
員
の
増
強
と

　プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度

　今
年
度
、
ケ
イ
コ
ン(

株)

、
昭

和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業(

株)

の

２
社
に
正
会
員
と
し
て
入
会
い

依
然
と
し
て
厳
し
い

　我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
一
昨

年
か
ら
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る

大
規
模
な
金
融
緩
和
、
大
幅
な
財

政
出
動
に
よ
り
円
安
・
株
高
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
輸
出

の
回
復
に
大
き
く
貢
献
し
、
企
業

収
益
が
改
善
し
大
企
業
を
中
心
に

好
況
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、

消
費
税
増
税
の
反
動
、
原
材
料
価

格
の
高
騰
、
労
働
者
不
足
な
ど
が

表
面
化
し
て
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
も
あ
る
。
中
小
企
業
に
お

い
て
は
景
気
回
復
の
実
感
が
な
い

ま
ま
企
業
間
・
地
域
間
格
差
が
生

じ
て
い
る
と
感
じ
る
。
今
後
政
府

の
地
方
創
生
事
業
に
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。

防
災
協
定
の
締
結

　当
協
会
は
全
国
に
先
立
っ
て
九

州
地
方
整
備
局
と
災
害
時
に
お
け

九
地
整
と
締
結
の
防
災
協
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
期
待
と
責
任

第
九
回
通
常
総
会

　福
岡
市
で
開
催

　平
成
27
年
６
月
８
日
（
月
）
、「
第

九
回
（
平
成
二
十
七
年
度
）
通
常

総
会
」
が
福
岡
市
の
八
仙
閣
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
及
び
会
員
社
を
併

せ
て
約
１
３
０
名
が
出
席
し
ま
し

た
。　通

常
総
会
に
先
立
っ
て
『
危
機

管
理
委
員
会
活
動
報
告
』
を
岸
川

理
事
、
『
平
成
二
十
六
年
度
技
術

委
員
会
活
動
報
告
』
を
河
野
技
術

術
委
員
長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
交
え
て
報
告
し
ま
し
た
。（
４

～
８
面
に
詳
細
）

　そ
の
後
、
中
村
副
会
長
が
「
発

注
の
遅
れ
と
業
界
が
前
年
に
比
べ

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
業
界
の
更
な
る
結
束
が

必
要
」
と
訴
え
て
開
会
を
宣
言
。

続
い
て
、
松
﨑
会
長
が
以
下
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

〈
松
﨑
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
）〉

総　会　会　場　全　景

会長挨拶（松﨑会長）

1



C O N P A S (2)

　
最
後
に
茂
森
副
会
長
が
「
当

協
会
が
発
足
し
て
９
年
間
の
地

道
な
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
九
州
地
方
整
備
局
と
の
連

携
や
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
の

運
営
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
は
２
社
の
新
規
入
会
が

あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

当
協
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
は
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
尽
き
る
。
当
協

会
が
九
州
に
お
け
る
業
界
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
」
と

述
べ
て
通
常
総
会
が
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。

（
１
）
議
案
審
議
に
う
つ
り
、
平

　
成
二
十
六
年
度
の
事
業
及
び

　
収
支
に
関
す
る
議
案
、
平
成

　
二
十
七
年
度
の
事
業
及
び
収

　
支
に
関
す
る
議
案
す
べ
て
が

　
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま

　
し
た
。

（
２
）
新
入
会
員
の
ケ
イ
コ
ン
　

　
（
株
）
荒
川
社
長
と
昭
和
コ
ン

　
ク
リ
ー
ト
工
業
（
株
）
村
瀬

　
社
長
よ
り
新
入
会
の
挨
拶
。

（
３
）
今
年
３
月
に
実
施
し
た
プ

　
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
に
お
け

　
る
最
優
秀
成
績
者
表
彰
で
、
　

　
最
高
得
点
者
の
余
宮
幸
雄
氏

　
（
三
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株

　
式
会
社
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

　
た
。
（
３
面
に
詳
細
）

来賓挨拶
（金尾健司九州地方整備局長）

　
総
会
終
了
後
、
九
州
大
学
教

授
の
濵
田
秀
則
氏
が
「
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
～
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
～
」
と

題
し
て
講
演
。
（
９
・
10
面
に
詳

細
）

　
引
続
き
懇
親
会
を
開
催
。
懇

親
会
で
は
下
瀬
理
事
の
挨
拶
、

司
会
者
が
来
賓
を
紹
介
。
基
調

講
演
を
い
た
だ
い
た
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
学
界
正
会
員
の
九
州
大
学
・

濵
田
教
授
が
乾
杯
の
発
声
。
最

後
に
同
じ
く
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学

界
正
会
員
の
九
州
共
立
大
学
・

牧
角
教
授
の
中
締
め
、
多
数
の

参
加
者
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
翌
９
日
は
「
九
州
か
た
ま
り

会
第
二
十
三
回
懇
親
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
が
古
賀
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
、
本
総
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

〈
来
賓
挨
拶
（
要
旨
）〉

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長

　金
尾
健
司
氏

《
来
賓
の
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
・
金
尾
局
長
よ
り
以
下

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

会
に
は
日
頃
か
ら
様
ざ
ま
な
事

業
に
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
月
に
締
結

し
た
災
害
協
定
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
皆
様
の
協
力
に
期
待
し

て
い
る
。
５
月
に
口
永
良
部
島

が
噴
火
し
た
が
、
幸
い
避
難
が

上
手
く
で
き
、
現
在
は
九
地
整

よ
り
職
員
を
派
遣
し
対
応
を
実

施
し
て
い
る
。
九
州
は
豪
雨
、

台
風
、
火
山
、
地
震
、
津
波
な

ど
災
害
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い

地
域
で
あ
る
。
九
州
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。
一
方
、
九
州
の
経

済
状
況
は
、
産
業
面
で
い
え
ば

自
動
車
、
半
導
体
、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
な

ど
様
ざ
ま
な
産
業
で
拠
点
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
業

で
い
え
ば
全
国
の
２
割
の
生
産

量
が
あ
り
、
最
近
で
は
海
外
へ

の
輸
出
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

観
光
客
も
海
外
か
ら
九
州
に
多

数
来
て
お
り
、
全
国
と
比
べ
て

も
九
州
は
比
較
的
元
気
の
あ
る

地
域
で
あ
る
。
九
州
地
方
整
備

局
と
し
て
も
高
速
道
路
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
で
成

長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
九
州
の
『
安
全
』
と
『
成

長
』
を
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
支
え

て
い
く
の
が
我
々
の
仕
事
で
あ

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業
界

を
は
じ
め
と
す
る
建
設
関
連
業

界
と
の
連
携
で
業
務
を
す
す
め

て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
問
題

と
な
る
の
が
担
い
手
の
確
保
で

あ
る
。
「
担
い
手
３
法
」
が
成
立

し
、
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
運

用
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
生
産

性
の
向
上
を
目
指
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
次
製
品
を
如
何
に
活

用
し
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業

界
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
主
な
報
告
事
項
〉

開会宣言
（中村副会長）

議案説明
（岸川理事）

閉会宣言
（茂森副会長）

通常総会受付スタッフ

新入会員挨拶

昭和Ｃ工業・村瀬社長 ケイコン・荒川社長

●

●

●

●

● ●●

●●

会計監査報告
（柏木監事）

九州かたまり会開催案内
（入江理事）

総会司会
（松山総務企画委員）

プレコン管理士試験最優秀成績者表彰

C O N P A S(27)
ト
４
入
り
を
果
た
し
、
２
０
１
２
年

の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
同
種

目
に
出
場
し
た
藤
井
瑞
希
・
垣
岩
令

佳
ペ
ア
（
フ
ジ
カ
キ
）
が
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
団
体
戦
に
よ
る
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
世
界
選
手
権
の
ユ
ー
バ
ー
杯
の
決

勝
で
中
国
を
撃
破
し
て
、
日
本
が
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
も
世
界
選
手
権
ト
マ
ス

杯
の
団
体
戦
で
、
決
勝
を
マ
レ
ー
シ

ア
と
争
い
、
日
本
が
初
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
来
年
開
催
さ
れ
る
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
に
期
待
い

た
だ
き
、
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
や
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
サ
ッ
カ
ー

同
様
に
地
域
密
着
型
で
あ
り
、
全
国

各
地
で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
私
も
福
岡
市
内
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
日
々
の
運

動
不
足
を
解
消
し
て
い
る
最
近
で
す

が
、
福
岡
県
の
区
大
会
や
オ
ー
プ
ン

大
会
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
参
加
し

て
お
り
ま
す
。
成
績
と
し
て
は
、
連
戦

連
勝
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

準
優
勝
が
過
去
最
高
の
成
績
に
な
り

ま
す
。
今
年
こ
そ
は
優
勝
を
狙
い
ま

す
！
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

記
事
を
ご
覧
頂
い
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
軍
師
・
黒
田
官
兵
衛
は
天
下
を
取

れ
な
か
っ
た
か
ら
「
二
流
の
人
」
と
云

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
黒
田
家
は
長
政

以
降
筑
前
一
国
一
円
52
万
３
千
石
の

本
国
持
大
名
に
な
り
、
12
代
長
知
は

幕
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
流
こ
そ
最
高
で
す
。

　
広
畑
正
吾
氏
（
以
下
Ｓ
氏
）
。
大
分

県
中
津
市
に
生
ま
れ
、
生
涯
中
津
市

の
外
に
出
る
こ
と
な
く
、
市
内
で

次
々
と
事
業
を
起
こ
し
て
は
人
が
真

似
の
で
き
な
い
経
営
手
法
で
広
く
そ

の
名
前
が
知
ら
れ
、
大
き
な
度
量
と

豊
か
な
人
間
味
で
多
く
の
人
た
ち
か

ら
敬
愛
さ
れ
て
き
た
人
物
を
紹
介
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
代
で
大
き
な
資

産
も
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
恐
ら
く
市
内
、
近
隣
の
町
の
同
世

代
で
何
ら
か
の
事
業
や
商
売
に
関
わ

る
人
で
彼
の
名
前
を
知
ら
な
い
人
は

ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
「
た

い
し
た
も
ん
だ
」
と
か
「
世
話
に
な
っ

た
」「
助
け
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
よ

う
な
言
葉
で
語
ら
れ
ま
す
。
こ
の
拙

文
の
筆
者
は
40
年
間
こ
の
町
に
い
る

け
れ
ど
も
彼
の
悪
評
な
ど
聞
い
た
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
31
年
、
Ｓ
氏
が
ま
だ
若
干
26

歳
の
と
き
の
こ
と
。
勤
め
て
い
た
会

社
を
突
然
辞
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
い
や
、
辞
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
Ｓ
氏
は
中
津
市
と
山
国

川
を
挟
ん
で
隣
り
合
う
福
岡
県
吉
富

町
の
大
手
製
薬
会
社
の
本
社
工
場
に

勤
め
て
い
た
が
会
社
は
当
時
業
績
不

振
の
た
め
に
人
員
整
理
、
そ
れ
で
辞

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
で
も
、
そ
の
こ
と
が
本
人
に
と
っ

て
こ
ん
な
に
ま
で
大
き
な
人
生
の
転

機
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
そ
の
時
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

も
と
も
と
無
口
な
Ｓ
氏
は
黙
々
と
働

き
ま
し
た
。
二
輪
バ
イ
ク
の
販
売
と

修
理
の
小
さ
な
店
を
持
っ
た
の
で

す
。
県
立
工
業
高
校
出
身
の
技
能
と

天
性
の
器
用
さ
も
あ
っ
た
が
、
い
つ

も
頭
を
使
っ
て
一
つ
ず
つ
考
え
工
夫

し
な
が
ら
常
に
「
合
理
化
」
を
求
め
て

仕
事
を
し
た
の
で
す
。

　
独
立
し
て
か
ら
五
年
、
十
年
、
二
十

年
と
時
間
が
経
つ
に
従
っ
て
、
い
つ

の
間
に
か
Ｓ
氏
は
こ
の
町
で
は
誰
知

ら
ぬ
者
の
い
な
い
「
経
営
の
鉄
人
」
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
人
物
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
の

時
代
に
は
そ
の
事
業
投
資
に
追
い
風

を
受
け
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
な
ど
の
不
況
の
時
に
は

わ
れ
関
せ
ず
と
静
か
に
や
り
過
ご

し
、
大
胆
に
、
繊
細
に
、
ま
る
で
神
の

手
を
持
つ
よ
う
に
手
掛
け
た
数
多
く

の
業
態
の
事
業
を
成
功
さ
せ
て
き
た

の
で
す
。

　
ホ
ン
ダ
の
大
型
販
売
店
、
民
間
車

検
場
、
打
ち
放
し
ゴ
ル
フ
練
習
場
、
割

烹
料
亭
、
不
動
産
業
、
タ
ク
シ
ー
会

社
、
遊
技
場
、
外
食
店
な
ど
、
仕
事
の

種
類
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
業
種
だ
が

Ｓ
氏
が
経
営
す
る
と
不
思
議
に
ど
れ

も
う
ま
く
い
く
。
ま
た
事
業
そ
の
も

の
を
居
抜
き
で
譲
渡
し
た
り
、
Ｓ
氏

の
事
業
経
営
の
工
夫
と
手
腕
と
そ
の

人
間
的
な
包
容
力
、
人
柄
、
度
量
な
ど

が
好
意
と
羨
望
を
も
っ
て
語
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
拙
稿
で
は
Ｓ
氏
の
自
分
史
的
な
自

慢
話
な
ど
で
は
な
く
、
な
ぜ
彼
が
そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
成
功
し
た
の
か
、
第

三
者
の
目
で
見
た
彼
の
魔
法
の
経
営

手
法
を
研
究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
い
ま
さ
ら
、
地
方
創
生
で
も
あ
る

ま
い
が
、
地
域
経
済
を
担
っ
て
舵
取

り
す
る
中
小
企
業
経
営
者
の
見
識
を

大
い
に
評
価
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

地
方
の
経
済
や
生
産
活
動
を
支
え
る

事
業
家
の
手
腕
は
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
し
安
易
な
経
営
努
力
で
は
維

持
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
ミ
ク
ロ
経
済
の
中
で
生
き
抜
い
て

い
く
地
方
の
事
業
と
は
、
ま
ず
そ
れ

を
成
功
さ
せ
、
安
泰
に
維
持
す
る
の

が
い
か
に
難
し
い
か
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
旋
風
の
よ
う
に
儲
け
た
が
慢

心
し
て
破
綻
、
夜
逃
げ
同
然
に
町
を

去
っ
た
顔
な
じ
み
経
営
者
も
た
く
さ

ん
見
て
き
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
Ｉ
Ｔ
時
代
の
い
ま
、
業
種

や
事
業
形
態
の
如
何
を
問
わ
ず
自
分

で
家
業
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
人
、

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
を
考
え
る
人

た
ち
に
と
っ
て
も
い
い
指
南
書
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
拙
稿
を
書
こ
う
と
し
て
考
え
た
こ

と
は
、
経
営
と
は
、
そ
の
手
腕
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
ま
ず
は
人
を
惹
き
つ

け
る
経
営
を
す
る
人
の
大
き
な
人
格

と
言
う
か
、
人
間
そ
の
も
の
の
よ
う

な
気
が
す
る
こ
と
も
強
調
し
た
い
の

で
す
。
だ
か
ら
「
事
業
家
と
し
て
の
Ｓ

氏
」
と
「
人
間
と
し
て
の
Ｓ
氏
」
の
二

つ
に
分
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
と
は
学
問
で
も
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

も
な
い
、
人
間
そ
の
も
の
の
生
き
方

だ
と
思
う
の
で
す
。

　
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
内
容
に
触

れ
な
い
が
、
次
回
か
ら
Ｓ
氏
な
ら
で

は
の
事
業
手
腕
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
松
山
直
英

■
朝
日
新
聞
連
載
中
の
「
新
京
築
風

土
記
」
の
ご
愛
読
を

　
前
回
の
本
紙
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
22

号
・
春
季
号
）
の
シ
リ
ー
ズ
「
二
流
の

人
生
・
３
」
で
ご
紹
介
し
た
《
美
夜
古

歴
史
学
校
40
周
年
の
Ｙ
・
Ｋ
氏
》
は
、

ロ
ー
マ
字
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
記
述
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
名
は

「
山
内
公
二
さ
ん
」と
申
す
方
で
す
。

　
福
岡
県
行
橋
市
馬
場
に
お
住
ま
い

で
す
。
行
橋
市
役
所
に
勤
務
中
か
ら

退
官
後
も
行
橋
市
を
中
心
に
北
部
九

州
地
方
の
郷
土
の
歴
史
を
資
料
だ
け

で
な
く
、
史
跡
、
旧
跡
な
ど
へ
ご
自
分

の
足
で
探
索
、
調
査
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
、
山
内
氏
執
筆
中
の
朝
日
新

聞
京
築
版
の
毎
週
金
曜
日
に
連
載
中

の
「
新
京
築
風
土
記
」
の
ご
愛
読
を
お

勧
め
し
ま
す
。
今
年
の
７
月
末
の
時

点
で
連
載
２
７
８
回
の
人
気
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
Ａ
ｓ
ａ

ｈ
ｉ
．
ｃ
ｏ
ｍ
」
か
ら
「
新
京
築
風
土

記
」
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

二
流
の
人
生
（
４
）

ひと

■
Ｓ
氏
流
の
経
営
忍
法
（
ま
え
が
き
）

前

頁

よ

り

➪
見学地を説明する山内氏



C O N P A S(3)

　平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）
、
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
熊
本
県
益
城
町
）
に

て
平
成
26
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
２

回
目
の
試
験
で
、
受
験
資
格
要
件
は

「
平
成
25
・
26
年
度
の
い
ず
れ
か
の
講

習
会
を
受
講
し
た
者
」
と
し
、
対
象
と

な
る
76
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

　日
時

　平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　９
時
50
分
～
12
時
30
分

　場
所

　グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　（
熊
本
県
益
城
町
）

　協
会
と
し
て
２
回
目
の
試
験
実
施

で
あ
り
、
問
題
の
作
成
か
ら
当
日
の

運
営
に
至
る
ま
で
、
第
１
回
試
験
の

反
省
等
を
踏
ま
え
て
技
術
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
た
う
え
で
の
対
応
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
者
側
も
前
回

試
験
の
傾
向
等
が
つ
か
め
て
お
り
、

　
平
均
点
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
９
月
３
日
の
講
習
会
及
び
平
成

28
年
３
月
頃
（
予
定
）
の
試
験
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
制
度
運
営
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆

様
の
受
講
・
受
験
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
26
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

合
格
者
発
表

　平
成
26
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

験
の
合
格
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

赤

木

寿

徳

／

秋

山

直

幸

泉

健

太

郎

／

梅

田

智

寿

太

田

慶

次

郎

／

大

野

慎

一

柿

下

　
徹

／

金

丸

和

生

黒

木

洋

隆

／

古

賀

知

宏

古

賀

晶

也

／

近

藤

幸

喜

坂

井

宏

光

／

椎

葉

和

浩

竹
下
智
香
子
／
中
武
美
智
雄

野

上

豊

文

／

馬

場

　
学

日

宇

　
崇

／

東

　
竜

郎

平

野

致

智

／

本

多

建

一

松

浦

良

市

／

松

本

優

朋

丸

山

秀

樹

／

宮

崎

辰

巳

向

井

正

哉

／

矢

野

秀

樹

芳

山

　
敏

／

余

宮

幸

雄

渡
邉
慎
太
郎

　
　
　
　（
50
音
順
）

平
成
26
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
報
告

　
今
年
度
合
格
者

　31
名

　

※

第
１
回
登
録
者

　35
名

【
最
優
秀
成
績
者
】

　余
宮

　幸
雄
氏

　三
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

　佐
伊
津
工
場
長

（
受
賞
時
の
コ
メ
ン
ト
：
要
約
）

　ま
さ
か
、
最
優
秀
成
績
者
と
し
て

表
彰
い
た
だ
け
る
と
は
夢
に
も
思
っ

て
い
な
か
っ
た
。
プ
レ
コ
ン
管
理
士

と
い
う
資
格
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
特
化
し
た
資
格
で
あ

る
と
と
も
に
、
幅
広
い
知
識
と
知
見

を
有
す
る
管
理
者
を
育
て
る
と
い
う

人
材
育
成
に
有
用
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
業
界
に
と
っ
て
も
非
常
に
有

意
義
で
、
現
場
に
携
わ
る
者
に
と
っ

て
励
み
に
な
る
資
格
制
度
と
理
解
し

て
い
る
。

　こ
の
業
界
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
、
少
し
で
も
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
当
協
会

の
更
な
る
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢
献

す
る
た
め
に
日
々
の
努
力
と
自
己
研

鑽
を
積
ん
で
い
く
。

最高得点者スピーチ
（三和Ｃ工業・余宮幸雄氏）

プレコン管理士試験最高得点者
（三和コンクリート工業・余宮幸雄氏：左）

親
会

懇

会

九
州
大
学
・
濵
田
教
授
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

懇親会司会
（森　総務企画委員）

懇親会挨拶
（下瀬理事）

懇親会乾杯
（九州大学・濵田教授）

懇親会中締め
（九州共立大学・牧角教授）

震災、豪雨・・・
　　　有事の際には縦横無尽に！

C O N P A S (26)

私
の
趣
味
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ヒ
ロ
セ
株
式
会
社

　
　
鈴
木

　
貴
智

競

　さ
て
、
次
回
は
旬
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」（
軍

艦
島
を
除
く
、
大
牟
田
～
長
崎
～
北

九
州
？
）
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　広
報
委
員
（
熊
本
）

　
　田
畑

　和
章

　こ
の
度
、
協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ

ａ
ｓ
」
に
寄
稿
依
頼
を
受
け
ま
し
て
、

何
を
書
こ
う
か
大
変
悩
み
ま
し
た
。

会
社
や
今
一
押
し
商
品
の
テ
ー
ル
ア

ル
メ
Ｇ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
紹
介
や
、
地

域
の
自
慢
な
ど
を
考
え
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
私
の
趣
味
に
つ
い
て
書
か

せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　私
の
趣
味
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

す
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
。
幼
少
期

は
、
剣
道
や
野
球
な
ど
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
中
学
生
に
な
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け

に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会
に
。

　皆
さ
ん
も
一
度
は
や
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ル
ー
ル
や

歴
史
な
ど
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
あ
ら
た
め
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ｂ
ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ

ｔ
ｏ
ｎ
）
と
は
、
ネ
ッ
ト
で
二
つ
に
分

け
ら
れ
た
コ
ー
ト
の
両
側
に
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
位
置
し
、
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク

（
通
称
：
シ
ャ
ト
ル
）
を
ラ
ケ
ッ
ト
で

打
ち
合
い
、
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
名
称
が
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
と
間

違
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
が
、
正
し
く
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ｂ

ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
）
で
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
国
技
と

な
っ
て
い
ま
す
。
競
技
に
使
わ
れ
る

シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
は
、
半
球
状
の
コ

ル
ク
に
水
鳥
等
の
羽
を
接
着
剤
な
ど

で
固
定
し
た
も
の
で
す
。

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
全
て
の
球
技

の
中
で
打
球
の
初
速
が
最
も
速
い
こ

と
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ス
マ
ッ
シ
ュ
の
初
速
は
最

速
で
時
速
３
５
０
㎞
以
上
に
達
し
ま

す
。（
ち
な
み
に
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
が
打
ち
出
す
ド
ラ

イ
バ
ー
で
の
初
速
は
３
２
０
㎞
強
で

す
）
打
球
が
相
手
コ
ー
ト
に
届
く
ま

で
に
空
気
抵
抗
を
受
け
て
急
激
に
速

度
が
低
下
す
る
た
め
、
初
速
と
終
速

の
差
が
著
し
い
の
も
、
他
の
球
技
に

は
無
い
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
歴
史
と
し
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
最
も
有
力
と
さ

れ
て
い
る
説
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　１
８
２
０
年
代
、
イ
ン
ド
の
プ
ー

ナ
で
「
プ
ー
ナ
（
Ｐ
ｏ
ｏ
ｎ
ａ
）
」
と
い

う
皮
で
で
き
た
球
を
ネ
ッ
ト
越
し
に

ラ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
合
う
遊
び
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
当
時
イ
ギ

リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
か

ら
帰
っ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
人
兵
士
が

１
８
７
３
年
に
本
国
に
伝
え
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ナ

を
紹
介
す
る
た
め
に
そ
の
兵
士
は
、

シ
ャ
ン
パ
ン
の
栓
に
鳥
の
羽
を
刺
し

そ
れ
を
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
で
打
っ
て

み
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
行
わ
れ
た
場

所
が
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ロ
ス
タ
ー
シ
ア

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
荘
と
い
う
邸
宅
で

あ
っ
た
た
め
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い

う
名
称
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
１
９
２
１
年
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
体
育
主
事
を
し
て
い
た
広

田
兼
敏
氏
が
、
名
誉
主
事
の
ア
メ
リ

カ
人
・
ス
ネ
ー
ド
氏
か
ら
用
具
一
式

を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
広
田
氏
は
そ
の
後
、
在

日
欧
米
人
よ
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
つ

い
て
学
び
、
１
９
３
３
年
に
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
体
育
活
動
に
取
り
入
れ
、

１
９
３
７
年
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　近
年
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
１
９
７

２
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
公
開
競
技
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
は
、
正
式

競
技
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
と
し
て
生

き
残
る
こ
と
を
視
野
に
、
２
０
０
０

年
か
ら
７
点
５
ゲ
ー
ム
・
サ
イ
ド
ア

ウ
ト
（
サ
ー
ブ
権
を
も
っ
て
い
る
人

や
ペ
ア
が
ラ
リ
ー
に
勝
っ
た
時
に
得

点
が
入
る
）
制
を
始
め
ま
し
た
が
、
２

０
０
２
年
６
月
に
見
直
さ
れ
元
の
15

点
（
女
子
シ
ン
グ
ル
は
11
点
）
３
ゲ
ー

ム
・
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
制
に
戻
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
３
年
３
月
に
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
呼
び
か
け
で
開
か
れ
た
国

際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
臨

時
総
会
で
は
、
９
点
５
ゲ
ー
ム
制
、
女

子
種
目
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
11
点
３

ゲ
ー
ム
制
（
い
ず
れ
も
サ
イ
ド
ア
ウ

ト
制
）
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
が
、
再
び

旧
ル
ー
ル
に
戻
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

２
０
０
５
年
に
Ｉ
Ｂ
Ｆ
よ
り
提
案
さ

れ
た
21
点
３
ゲ
ー
ム
の
ラ
リ
ー
ポ
イ

ン
ト
制
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ル
ー
ル
は
、
試
合
時
間
が
短
く
な

り
、
テ
レ
ビ
放
映
に
有
利
で
、
ラ
リ
ー

に
勝
て
ば
点
数
が
入
る
た
め
、
誰
に

で
も
分
か
り
易
く
楽
し
め
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、

長
い
歴
史
が
あ
り
、
日
本
も
初
期
の

こ
ろ
か
ら
国
際
試
合
に
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
良
い
成
績
を

収
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　し

か
し
、
近
年
で
は
、
女
子
の
活
躍

が
目
覚
ま
し
く
小
椋
久
美
子
と
潮
田

玲
子
（
オ
グ
シ
オ
）
の
ペ
ア
が
女
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ブ
ー
ム
と
な
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
オ
グ
シ
オ
は
、
２

０
０
６
年
ア
ジ
ア
大
会
、
２
０
０
７

年
世
界
選
手
権
で
銅
メ
ダ
ル
、
全
日

本
総
合
選
手
権
５
連
覇
な
ど
の
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
揃
っ
て

容
姿
に
優
れ
て
お
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
界
で
は
、
陣
内
貴
美
子
以
来
の

ル
ッ
ク
ス
と
実
力
を
併
せ
持
つ
ア
イ

ド
ル
ア
ス
リ
ー
ト
と
言
わ
れ
て
人
気

者
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
２
０

０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女

子
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
し
た
末
續
聡
子

前
田
美
順
ペ
ア
（
ス
エ
マ
エ
）
は
ベ
ス

③から撮った風景

①からのパノラマ

②からのパノラマ

③からのパノラマ

それでは、①、②、③のそれぞれから撮った絶景（パノラマ写真）をご堪能下さい。
前

頁

よ

り

➪

次

頁

に

つ

づ

く

➪



C O N P A S (4)

特定非営利
活動法人 九州コンクリート製品協会
第九回（平成２７年度）通常総会プログラム

　５　資料の確認

　６　議長の選出

　７　議事録作成者および署名人の指名

　８　議事

　　　第一号議案　平成２６年度事業報告

　　　第二号議案　平成２６年度収支決算・監査報告

　　　第三号議案　平成２７年度事業計画（案）

　　　第四号議案　平成２７年度収支予算（案）

　　　第五号議案　総会決議事項の委任に関する件

　９　平成２６年度プレコン管理士試験最優秀者表彰

１０　第２３回九州かたまり会開催案内

１１　閉会宣言（茂森副会長）

日時　：　平成２７年６月８日（月）　

　　　　　１５：００～１６：３０

場所　：　八仙閣（福岡市博多区）

議事次第

　１　開会宣言（中村副会長）

　２　会長挨拶（松﨑会長）

　３　来賓挨拶

　　　　　（国土交通省九州地方整備局・金尾局長）

　４　定足数の報告

　　　正会員　３４社（出席３０社、表決委任４社）

　　　学界正会員９名（出席２名、欠席７名）

　　　賛助会員２２社（出席１７社、表決委任５社）

危機管理委員会および技術委員会活動報告（要約）

危機管理委員会活動報告

危機管理委員会活動報告
（岸川理事）

　当協会は、会長所管の常設委員会として活動している危機管理委員会の活動のもと、

平成２７年３月６日に国土交通省九州地方整備局と「災害時における災害応急対策業務

の情報提供等支援に関する協定」を締結しました。ここでは協定内容について図説して

おりますが、今後はこの協定の確実な運用を行いながら、更に各県と協会各県支部によ

る防災協定締結を目指し活動を推進し、「防災・減災」への対応を通して社会貢献に資す

る活動を推進していきます。会員の皆様におかれましても、この取組みの趣旨をご理解

のうえ、最大限のご協力をお願い致します。

九州地方整備局との防災協定締結

災害時における災害応急対策業務の

情報提供等支援に関する協定調印式

日　時　　平成２７年３月６日（金）

　　　　　　　　　１０：００～１０：３０

場　所　　東福第２ビル会議室

　　　　　　（福岡市博多区）

出席者　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　局長　　　　　　　金尾　健司

　　　　　　企画部企画調整官　吉田　邦伸

　　　　　　企画部火山防災対策分析官　鶴﨑　秀樹

　　　　　　企画部防災課長　　河野　晃

　　　　　九州コンクリート製品協会

　　　　　　会　長　　　　　　松﨑　秀雄

　　　　　　副会長　　　　　　中村　健一郎

　　　　　　副会長　　　　　　茂森　拓

　次　第　　１　開式

　　　　　　２　出席者紹介

　　　　　　３　協定概要説明

　　　　　　４　協定書調印

　　　　　　５　国土交通省九州地方整備局長あいさつ

　　　　　　６　九州コンクリート製品協会会長あいさつ

　　　　　　７　閉式

次項に続く

C O N P A S(25)

　今
回
は
、「
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
」
と
マ

ニ
ア
の
間
で
呼
ば
れ
、
隠
れ
た
名

所
？

　観
光
地
？
？

　化
し
て
き

た
、「
阿
蘇
市
道
狩
尾
幹
線
」
近
辺
の

風
景
に
つ
い
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。
そ

う
い
わ
れ
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人

も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
左
の
写
真
、
見
た
こ
と
あ
る
人

は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　そ
も
そ
も
、
こ
の
道
が
「
ラ
ピ
ュ
タ

の
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
写
真

で
は
真
夏
の
快
晴
時
の
写
真
で
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
春
や
秋
の
明
け
方
な

ど
、
阿
蘇
盆
地
に
雲
海
が
発
生
す
る

と
、
ま
る
で
道
が
空
に
浮
い
て
い
る

か
の
よ
う
に
な
り
、
ジ
ブ
リ
の
名
作

「
天
空
城
ラ
ピ
ュ
タ
」
に
で
て
き
そ
う

な
幻
想
的
な
風
景
に
な
る
か
ら
で

す
。

　こ
の
道
は
、「
熊
本
県
道
１
４
９
号

の
狩
尾
地
区
」
と
「
熊
本
県
道
３
３
９

号
（
通
称
：
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
）
」
が
通
る

阿
蘇
北
外
輪
山
の
端
辺
原
野
を
繋
ぐ

市
道
で
あ
り
、
あ
ま
り
広
い
道
で
は

な
く
（
整
備
等
も
十
分
で
な
く
）
、
レ

ジ
ャ
ー
で
は
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ

な
ど
で
多
少
使
わ
れ
る
か
な
？

　く

ら
い
の
道
で
し
た
。
な
の
で
、
場
所
も

非
常
に
わ
か
り
に
く
い
で
す
。

　そ
こ
で
今
回
は
、
阿
蘇
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
（
県
道
45
号
線
＋
12
号
線
）
側
か

ら
の
行
き
方
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　ま
ず
、
阿
蘇
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
県
道

45
号
線
）
を
大
津
方
面
か
ら
東
に
進

む
と
、
途
中
か
ら
県
道
12
号
線
（
大
分

県
の
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
側
か
ら
伸
び
て

き
て
い
る
）
と
合
流
し
ま
す
。
こ
こ
は

そ
の
ま
ま
通
過
し
て
し
ば
ら
く
行
く

と
、
県
道
３
３
９
号
線
（
通
称
：
ミ
ル

ク
ロ
ー
ド
）
と
交
差
す
る
西
湯
浦
園

地
展
望
台
の
交
差
点
に
出
ま
す
。
こ

こ
を
右
折
し
ま
す
。

阿
蘇
『
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
』

View
九
州
の
絶
景
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
回
）

　そ
こ
か
ら
約
５
㎞
、
ミ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
ひ
た
す
ら
南
に
下
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
ゆ
る
い
右
の
ブ
ラ
イ
ン
ド

カ
ー
ブ
の
奥
に
、
左
に
お
地
蔵
さ
ん

が
あ
り
、
小
さ
な
道
に
分
岐
す
る
Ｔ

字
路
が
見
え
て
き
ま
す
。

　こ
こ
が
「
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
」
へ
の
入

口
で
す
。
ち
な
み
に
、
観
光
地
ら
し
い

「
標
識
」
等
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
駐
車
場
も
き
ち
っ
と
し
た
も
の

は
な
く
、
こ
の
道
の
手
前
の
路
肩
に

止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
は
訪
れ
る
人
も
多
い
の
で
、
付

近
の
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
路
上
駐
車

も
多
い
た
め
、
そ
の
車
が
目
印
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
と
は
い
え
、

路
上
駐
車
は
付
近
の
迷
惑
に
な
る
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
）

　ま
た
、
こ
の
「
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
」
は
、

先
般
の
阿
蘇
大
水
害
の
結
果
、
一
部

が
壊
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
未
だ
に
車
両
は
通
行
止
め
、
か
ろ
う

じ
て
人
は
入
れ
ま
す
が
早
く
国
土
強

靭
化
に
基
づ
い
て
完
全
に
復
旧
し
て

も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
）
足
場
も

悪
い
の
で
、
訪
れ
る
場
合
は
服
装
に

も
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、「
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
」
で
す
が
、
写

真
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
か
所
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
入
口
か
ら
つ
な
が
る

小
さ
な
丘
？

　の
上
に
あ
る
２
か
所

の
展
望
台
（
①
お
よ
び
②
）
と
、
阿
蘇

市
道
狩
尾
幹
線
（
崩
れ
か
け
て
い
る

道
）
の
先
に
あ
る
、
急
カ
ー
ブ
の
先
の

展
望
ス
ペ
ー
ス
③
で
す
。
③
は
市
道

を
ど
ん
ど
ん
下
っ
た
先
に
あ
り
、
そ

こ
か
ら
撮
っ
た
写
真
が
次
の
頁
の
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
風
景
と
な
り
ま

す
。

左にお地蔵さんがあるＴ字路付近

西湯浦園地展望台の交差点

収容台数が少ない駐車エリアと「通行注意」の看板

撮影ポイントへの道（崩壊や通行止めのエリア）

「ラピュタの道」の撮影ポイント

次

頁

に

つ

づ

く

➪



C O N P A S(5)

防災協定の締結内容

コンクリート製品等（コンクリート製品、セメント、骨材）のストック情報提供

災害発生

緊急復旧工事会社

コンクリート製品等

が足りない・・・

どこのメーカーに

在庫があるの？

県・市町村および

出先事務所

九州地方整備局

○○県会員社

▲▲県会員社

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

在庫情報提供

在庫情報提供

在庫情報提供

在庫情報提供

協会事務局

情報提供依頼

在庫情報提供

有事の際に備えて
３ヶ月に一度、在庫情報を
九州地方整備局に提出する

緊急復旧工事会社

被災地付近に資機材

を置く場所が欲しい

近くに置ける場所は

ないの？

県・市町村および

出先事務所

九州地方整備局

○○県会員社

▲▲県会員社

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

敷地情報提供

敷地情報提供

敷地情報提供

定期的に工場敷地情報を
九州地方整備局に提出する

災害発生

敷地情報提供

敷地情報提供
協会事務局

情報提供依頼

工場敷地の情報提供（被災地付近における一時的な資機材等の仮置き場として提供）

前項より

次項に続く

●地域で供給可能な製品量を越える需要がある場合に、その
　近隣地域もしくは広域調達を可能とするための情報収集
●緊急復旧資材（トンパックなど）製造のために供給可能な
　　　　　　　　　　　　　　　　　骨材等の在庫情報収集

●緊急復旧現場で使用する資機材の仮置き場や作業員の駐車場
　としての一時提供

C O N P A S (24)

　今
年
４
月
に
「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
」
の
手
術
を
行
い
、
早
い
も
の
で

４
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
脊
柱
管
」
と
は
、
背
骨
に
囲
ま
れ

た
管
状
の
空
間
の
こ
と
で
、
背
骨
は

椎
骨
と
い
う
骨
が
積
み
重
な
っ
て
で

き
て
い
ま
す
。
椎
骨
は
椎
体
と
椎
弓

か
ら
な
り
、
そ
の
間
に
あ
る
空
間
（
椎

孔
）
が
積
み
重
な
っ
て
で
き
る
の
が

脊
柱
管
で
す
。
脊
柱
管
の
中
に
は
神

経
が
入
っ
て
い
る
硬
膜
と
い
う
ふ
く

ろ
が
あ
り
ま
す
。
頚
椎
部
と
胸
椎
部

の
神
経
は
脳
か
ら
続
く
実
質
性
の
脊

髄
で
あ
り
、
腰
椎
部
の
神
経
は
馬
尾

（
ば
び
）
と
呼
ぶ
繊
維
性
の
神
経
束
や

血
管
が
通
っ
て
い
ま
す
。
脊
柱
管
は

そ
れ
ら
の
神
経
を
守
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。
神
経
は
脊
柱
管
の
中
で
枝
分

か
れ
し
て
体
の
各
部
へ
と
伸
び
て
い

き
ま
す
。

　脊
柱
管
を
取
り
囲
む
椎
体
や
椎
弓

の
変
性
や
靭
帯
（
じ
ん
た
い
）
の
肥

厚
、
椎
間
板
の
変
性
に
よ
る
膨
隆
突

出
、
つ
ま
り
、
脊
柱
管
を
構
成
す
る
組

織
の
変
形
に
よ
り
脊
柱
管
が
狭
く

な
っ
た
た
め
に
、
脊
柱
管
の
中
を

通
っ
て
い
る
神
経
や
枝
分
か
れ
す
る

神
経
と
、
神
経
に
伴
走
す
る
血
管
が

圧
迫
さ
れ
る
こ
と
で
、
神
経
が
障
害

さ
れ
、
症
状
と
し
て
腰
痛
や
下
肢
の

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
を

　
　
　
　
　
　患
っ
て

株
式
会
社
柏
木
興
産

　取
締
役

　
　実
藤

　幹

health

し
び
れ
な
ど
、
様
ざ
ま
な
不
具
合
が

起
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
症
状
が
「
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　最
初
に
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
の
は

昨
年
の
４
月
、
両
太
腿
の
付
け
根
に

痛
み
や
痺
れ
を
感
じ
、
地
元
の
整
形

外
科
に
て
「
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
」
と

診
断
さ
れ
、
薬
を
処
方
さ
れ
ま
し
た
。

　セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
、

７
月
に
北
九
州
市
内
の
大
手
総
合
病

院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、「
投
薬
で
は

治
ら
な
い
、
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
言
わ
れ
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
そ
の

シ
ョ
ッ
ク
と
先
生
と
の
信
頼
関
係
が

出
来
て
い
な
い
た
め
、
手
術
を
お
断

り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
少
し
ず
つ
症

状
が
進
み
、
10
月
頃
に
な
る
と
１
時

間
位
立
っ
て
い
る
と
腰
部
に
痛
み
が

出
て
、
椅
子
に
座
ら
な
け
れ
ば
耐
え

ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
１
キ
ロ
ほ
ど
の
歩
行

は
可
能
で
し
た
。
12
月
に
な
る
と
、
寒

さ
も
あ
り
何
も
し
な
く
て
も
腰
部
・

臀
部
の
痛
み
が
酷
く
な
り
、
鎮
痛
剤

を
常
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
３
０
０
メ
ー
タ
ー
歩
く
に
も
５

分
ほ
ど
の
休
憩
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
明
け
て
２
月
、
地
元
の
整
形

外
科
で
の
診
察
に
て
進
行
し
た
病
状

の
説
明
と
、
手
術
を
す
る
こ
と
を
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
１
０

０
メ
ー
タ
ー
程
の
歩
行
で
も
足
首
か

ら
下
が
麻
痺
し
た
状
態
に
な
り
、
そ

れ
以
上
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
自
分
自
身
も

手
術
の
必
要
性
を
感
じ
真
剣
に
検
討

を
始
め
ま
し
た
が
、
脊
柱
の
手
術
の

危
険
性
が
心
配
と
な
り
、
眠
れ
な
い

夜
が
続
き
ま
し
た
。

　か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
評
判
の
検
索
を
重

ね
、
脊
柱
の
手
術
症
例
が
豊
富
で
専

門
医
の
常
駐
す
る
「
九
州
労
災
病
院
」

で
の
手
術
を
決
意
し
ま
し
た
。

　整
形
外
科
部
長
先
生
の
「
手
術
に

つ
い
て
は
数
多
く
し
て
き
て
い
る
の

で
心
配
し
な
く
て
良
い
。
良
く
な
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
悪
く

な
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
い
く
ら

で
も
歩
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
と
真
剣
な

ま
な
ざ
し
に
、「
こ
の
人
な
ら
安
心
し

て
命
を
預
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

安
心
し
て
全
て
を
任
せ
る
気
持
ち
と

な
り
ま
し
た
。

　４
月
６
日
に
入
院
・
検
査
の
後
、
13

日
午
後
２
時
よ
り
約
３
時
間
の
手
術

を
行
い
ま
し
た
。
術
後
１
日
目
は
寝

た
ま
ま
で
絶
対
安
静
。
術
後
２
日
目

に
は
、
午
前
中
に
リ
ハ
ビ
リ
担
当
の

先
生
が
来
て
、
早
速
に
足
指
と
足
首

の
屈
伸
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
術
後

３
日
目
に
な
る
と
、
血
抜
き
ド
レ
ー

ン
・
尿
カ
テ
ー
テ
ル
を
と
り
、
コ
ル

セ
ッ
ト
を
装
着
し
て
歩
行
器
を
使
っ

た
歩
行
練
習
と
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
術
後
５
日
目
に
は
歩
行
器

無
し
で
の
歩
行
を
始
め
、
６
日
目
に

は
シ
ャ
ワ
ー
入
浴
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
施
術
で
は
縫

合
に
医
療
用
接
着
剤
を
用
い
た
た

め
、
早
期
に
入
浴
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
術
後
14
日
目
に
退
院
と
な
り
、

５
月
の
連
休
ま
で
地
元
の
整
形
外
科

と
自
宅
に
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
連

休
明
け
に
職
場
復
帰
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　今
回
の
手
術
に
際
し
て
は
、
会
社

や
家
族
に
は
大
変
な
迷
惑
・
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
手
術
前
に
あ
っ

た
痛
み
は
殆
ど
な
く
な
り
、
毎
日
帰

宅
後
に
は
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
１
時
間

程
度
は
歩
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
思
い
切
っ
て
手
術
を
し
た
こ
と

で
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　会
社
・
家
族
そ
し
て
九
州
労
災
病

院
整
形
外
科
病
棟
の
皆
さ
ま
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
つ
た
な

い
文
章
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
様
の

症
状
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

と
っ
て
、
す
こ
し
で
も
参
考
に
な
れ

ば
と
思
い
、
筆
を
取
っ
た
次
第
で
す
。

　高
校
三
年
の
長
男
の
連
絡
手
段
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
携
帯

と
し
て
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
一

連
絡
手
段
と
し
て
情
報
入
手
の
手
段

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
手
馴
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　私
が
当
社
へ
入
社
し
た
の
は
平
成

七
年
、
約
二
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
当
時
は
、
携
帯
電
話
が
ま
だ
普

及
し
て
お
ら
ず
、
若
者
の
間
で
は
ポ

ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
流
行
の
最
先
端
と

い
っ
た
形
だ
っ
た
。
特
に
通
信
費
が

膨
大
に
掛
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

　し
か
し
現
在
、
私
と
妻
と
長
男
で

ス
マ
ホ
代
が
月
々
約
二
万
五
千
円
、

一
年
間
で
約
三
十
万
円
の
試
算
に
な

る
。
ま
た
四
月
か
ら
次
男
が
高
校
に

入
学
す
る
と
月
々
約
三
万
三
千
円
、

年
間
で
四
十
万
円
で
あ
る
。
一
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
し
て
は
馬
鹿
に
で
き
な

い
額
で
あ
る
。
お
ま
け
に
長
男
が
大

学
に
行
き
た
い
と
言
い
出
し
た
た

め
、
妻
が
私
の
小
遣
い
を
一
万
円
減

ら
す
と
言
い
だ
す
始
末
。
ト
ホ
ホ
で

あ
る
。

　こ
こ
で
息
子
た
ち
に
一
句

�
�
�
代

�稼
�
�
�
�
�
糸
電
話

　
　
　
　
　
　
　お
粗
末
で
し
た
。

ス
マ
ホ
時
代

株
式
会
社
馬
渡
商
会

　飯
田

　哲
也



C O N P A S (6)

防災協定の締結内容

有資格者の情報提供（被災地等の状況判断対応として派遣）

連絡体制の構築（災害発生時に迅速な対応を取るための事前準備）

緊急復旧工事会社

県・市町村および

出先事務所

九州地方整備局

○○県会員社

▲▲県会員社

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

技術者情報提供

技術者情報提供

技術者情報提供

技術者情報提供

協会事務局

情報提供依頼

技術者情報提供

定期的に技術者情報を

九州地方整備局に提供する

この壁は大丈夫だろうか？

状況を診断できる技術者
はいないの？

災害発生

災害発生

緊急復旧工事関係者

県・市町村および

出先事務所

九州地方整備局

○○県会員社

▲▲県会員社

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

情報提供依頼

各種情報提供

各種情報提供各種情報提供

各種情報提供

協会事務局

情報提供依頼

各種情報提供

災害への迅速な対応を実施するために、協会事務局と会員社事業所の連絡担当者の連絡体制を

構築する。また、災害は休日や深夜に発生することもあるので、必要に応じて連絡担当者の

携帯電話に事務局から連絡をすることも想定される。

連絡担当者

連絡担当者

協会内での

連絡体制の構築

前項より

次項に続く

●被災地の土木構造物等の安全確認のための技術者派遣

C O N P A S(23)

スタジアム周辺の賑わい施設

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
・
責
任
者

　
町
田
久
成

History

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　鹿
児
島
市
で
は
２
０
１
８
年
が
明

治
維
新
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
に

際
し
、「
１
５
０
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
ち
な
ん
で
、
本
紙
【
ｖ
ｏ
ｌ
19
（
２

０
１
３
秋
季
号
）
】
で
は
「
薩
英
戦
争

１
５
０
年
」
、【
ｖ
ｏ
ｌ
20
（
２
０
１
４

春
季
号
）
】
で
は
開
設
さ
れ
て
１
５
０

年
と
な
る
「
薩
摩
開
成
所
」
、
そ
し
て

【
ｖ
ｏ
ｌ
21
（
２
０
１
４
秋
季
号
）
】
で

は
７
月
20
日
オ
ー
プ
ン
し
た
「
薩
摩

藩
英
国
留
学
生
記
念
館
」
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
、「
薩
摩
藩
英
国
留

学
生
」
の
な
か
で
、
留
学
生
の
責
任
者

で
あ
っ
た
町
田
久
成
の
紹
介
を
し
ま

す
。　１

５
０
年
前
、
の
１
８
６
５
年
４

月
に
串
木
野
羽
島
を
出
発
し
た
薩
摩

藩
士
か
ら
な
る
「
薩
摩
藩
遣
英
使
節

団
」
は
19
人
で
あ
り
、
新
納
久
修
（
34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
／
島
津
一
門
の
名
家
の
出
身
で
伊

佐
郡
大
口
領
主
、
江
戸
末
期
か
ら
明

治
初
年
に
か
け
て
の
薩
摩
藩
家
老
）

は
団
長
役
、
町
田
久
成(

28
歳
／
島
津

一
門
で
日
置
郡
石
谷
城
主
）
は
留
学

生
の
責
任
者
、
松
木
弘
安
（
34
歳
／
後

の
寺
島
宗
則
）
は
外
交
使
節
、
五
代
友

厚
（
31
歳
）
は
経
済
使
節
、
そ
し
て
長

崎
奉
行
所
の
通
詞
で
あ
っ
た
堀
孝
之

は
通
訳
と
し
て
で
あ
り
、
実
質
の
留

学
生
は
町
田
久
成
を
含
め
て
15
人
、

平
均
年
齢
２
１
．
８
歳
で
し
た
。

　新
納
と
五
代
は
堀
を
伴
っ
て
、
イ

ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
を
回

り
翌
年
１
８
６
６
年
２
月
、
寺
島
は

５
月
に
帰
国
し
ま
す
。
そ
の
後
、
久
成

は
事
実
上
の
総
責
任
者
と
な
り
、
本

国
か
ら
の
仕
送
り
も
滞
る
な
か
金
策

に
苦
労
し
な
が
ら
、
学
生
の
生
活
を

支
え
た
よ
う
で
す
。
そ
の
年
の
秋
に

は
、
弟
の
町
田
申
四
郎
な
ど
６
人
も

ほ
ぼ
１
年
の
研
修
を
終
え
て
帰
国
し

ま
す
。
久
成
は
１
８
６
７
年
４
月
の

パ
リ
万
国
博
覧
会
の
開
会
式
に
出
席

し
、
５
月
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　彼
が
イ
ギ
リ
ス
で
学
ん
だ
大
き
な

も
の
は
博
物
館
事
業
で
あ
り
、
帰
国

後
多
く
の
留
学
生
と
同
じ
く
官
界
に

入
り
、
最
初
外
務
省
に
入
る
が
１
８

７
１
年
文
部
省
が
創
設
さ
れ
、
博
物

館
事
業
に
邁
進
す
る
。
初
代
博
物
館

長
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
長
）
と

な
る
が
、
全
組
織
が
完
成
す
る
と
辞

任
し
、
元
老
院
議
員
の
重
職
と
な
る
。

少
し
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
久
成
の

妻
は
『
幻
の
宰
相
』
と
い
わ
れ
た
小
松

帯
刀
の
娘
で
、
弟
の
申
四
郎
は
帯
刀

の
養
子
と
な
り
、
明
治
３
年
10
月
小

松
家
当
主
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
申

四
郎
は
わ
ず
か
２
年
で
隠
居
し
、
帯

刀
が
京
都
で
の
側
室
と
の
間
の
長

男
・
小
松
清
直
（
小
松
家
正
室
の
元
で

育
て
ら
れ
て
い
た
）
に
当
主
を
譲
り

ま
す
。
清
直
は
夫
人
に
元
家
老
・
島
津

豊
後
の
娘
・
福
子
を
迎
え
、
長
男
・
小

松
帯
刀
（
祖
父
と
同
名
）
は
祖
父
の
多

大
な
功
績
に
よ
り
、
明
治
29
年
伯
爵
、

貴
族
院
議
員
と
な
り
明
治
38
年
３
月

死
去
し
ま
す
。
つ
づ
い
て
次
男
・
重
春

（
経
國
銀
行
頭
取
）
が
当
主
と
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
重
春
に
は
嗣
子
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
た
驚
い
た
こ

と
に
、
侯
爵
・
西
郷
従
道
の
七
男
・
従

志
が
養
嗣
子
と
な
り
家
督
を
継
い
で

い
ま
す
。
当
時
い
か
に
薩
摩
の
タ
テ
・

ヨ
コ
の
絆
が
強
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。　も

う
一
つ
余
談
で
す
が
、
久
成
が

パ
リ
万
博
か
ら
の
帰
り
、
訪
問
団
の

薩
摩
藩
家
老
・
岩
下
方
平
、
藩
士
・
野

村
盛
秀
等
と
帰
国
し
ま
す
が
、
こ
の

野
村
盛
秀
は
明
治
２
年
に
長
崎
県
知

事
、
明
治
３
年
に
松
方
正
義
の
後
任

と
し
て
日
田
県
知
事
、
そ
し
て
明
治

４
年
に
は
初
代
埼
玉
県
令
と
な
り
、

在
任
中
の
明
治
６
年
５
月
、
43
歳
で

死
去
し
ま
す
。
こ
の
と
き
部
下
で
日

田
の
時
か
ら
目
を
か
け
て
い
た
清
浦

奎
吾
が
官
僚
政
治
家
と
し
て
活
躍

し
、
後
に
５
ヶ
月
間
（
大
正
13
年
１
月

７
日
～
６
月
11
日
）
で
は
あ
り
ま
す

が
、
内
閣
総
理
大
臣
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

　広
報
委
員
（
鹿
児
島
）
尾
堂
友
紀

薩摩藩英国留学生・前列中央が町田久成

前項より



C O N P A S(7)

九州地方整備局との締結した防災協定の実績をもとに今後は九州各県と協会各県支部による

協定締結を模索。

その協定に九州地方整備局を含めることによる「広域防災協定」の実現を目指す！

今後の対応

協会各県支部と
九州各県による
防災協定締結！

技術委員会活動報告

技術委員会活動報告
（河野技術委員長）

　技術委員会では、「コンクリート製品業界の技術力向上」を目的として、平成２６年度

は９回の委員会と２回の講習会を開催しました。

　委員会では、技術的諸課題の解決のための方策の検討および講習会やプレコン管理士

制度運営について協議を実施しました。

　ここでは、昨年度実施した活動の中から重要項目を抜粋して、活動報告致します。

１　プレコン管理士制度の運営

　　プレコン管理士講習会開催　・・・　７４名受講（グランメッセ熊本：9/2 開催）

　　プレコン管理士試験実施　　・・・　７６名受験（グランメッセ熊本：3/20 開催）

２　技術講習会の開催

　　第１回技術講習会開催　　　・・・　コンクリート診断士試験対策 (鹿児島大学稲盛会館：6/24 開催）

３　各種技術情報の収集

　　産官学建設技術交流会への参加

４　ＫｙｕＰＥＣ会議への参加

５　協会統一型製品開発・導入ＷＧへの参画

平成２６年度の取組み項目

前項より

次項に続く

C O N P A S (22)

街
北九州スタジアムの整備

北九州市　建築都市局建築部建築課　スタジアム整備担当係　主任　餅原　実

　本事業では、都心部に人が集い、賑わいあふれる北九

州市の創出を目指し、スタジアムの整備を進めています。

Ｊリーグやラグビートップリーグなどの試合、グラウン

ドゴルフ大会、子どもたちへの芝生開放などに加え、ま

ちに賑わいを生み出すイベントを開催することで、市民

に夢と感動を提供することを目標にしています。また、

このような高規格・大規模施設は、本市のシンボルとして、

市民の一体感の醸成や都市ブランド向上等、様々な効果

を生み出すことが期待されます。

【施設の概要】

（１）建設地　　北九州市小倉北区浅野三丁目（2.7ha）

（２）施設規模　１．５万席（将来２万席以上に拡張可能）

（３）整備費　　約９９億円（維持管理運営費を除く）

（１）街なかスタジアムの整備

　本事業は、「市民に夢と感動を！　子どもに元気と目標

を！　まちに誇りとにぎわいを！」というスローガンを

掲げ、４つのコンセプトに基づき、実施しています。

①みんながつどい、にぎわいを生む

　　　　　　　　　　”海ちか・街なか”スタジアム

②夢と感動を生みだす”ダイナミック”スタジアム

③環境未来都市にふさわしい”エコ”スタジアム

④ものづくりの街　北九州を発信する

　　　　　　　　　　　　　　”街かどショールーム”

　特に、今回は、「街なかスタジアム」の観点から建設

地を選定しており、JR 小倉駅から直線距離で５００ｍ

という立地は、全国のスタジアムの中で新幹線停車駅か

ら最も近く、その利便性の高さが魅力であり、全国的に

注目されています。また、駅周辺のコンベンション施設

やホテル、公園等の都市機能を活用し、大規模国際大会

のキャンプ地誘致や各種イベントの開催検討にも取り組

んでいます。さらに、利便性が高い立地特性を活かし、

環境に優しい公共交通による来場を促すなど、都心部へ

の交通手段を転換することもねらいです。

（２）スタジアム周辺の賑わい施設整備

　街の賑わいや魅力を更に高めるため、スタジアムや既

存の周辺施設と連携し、歩行者が安全・快適に回遊でき

る「賑わい施設」として、（仮称）浅野町緑地（約 4,000 ㎡）、

砂津緑地（約 6,000 ㎡）、横断歩道橋（幅員８ｍ）の整

備を行います。

　市民の皆さんをはじめ、当地区の来訪者が幅広く利用

できるようにすることで、地区全体が活性化することを

目指しています。

（３）施設の観戦環境向上

　北九州スタジアムでは、最前列の観客席とタッチライ

ンの距離が８ｍと非常に近く、また、最前列をピッチに

できるだけ近いところまで低くすることで、アスリート

の声や息づかいなど、テレビでは味わえない躍動感と臨

場感を楽しめます。また、ファミリー席や車椅子席の設

置に加え、ガラス張りのラウンジを備えたＶＩＰシート

やビジネスシートを備える等、ハイレベルで快適な観戦

環境も魅力です。

　　　　　　　　

　　　　　　　　

                　スタジアムの整備は、Ｊリーグの平

　　　　　　　　成２９年シーズ開幕に合わせ、平成２

　　　　　　　　９年３月の供用開始を目指し、進めて

　　　　　　　　います。

　　　　　　　　　本年４月に着工して以降、工事は順

　　　　　　　　調に進捗しており、８月末時点で、建

　　　　　　　　物を支える杭工事が完了し、９月から

　　　　　　　　はスタンド本体の工事に取り掛かりま

　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　今後、市民の皆さまと共に様ざまな

　　　　　　　　イベントを企画・開催し、小倉駅周辺

　　　　　　　　に多くの人が集い、まち全体が賑わう

　　　　　　　　よう取り組んでいきます。

１　スタジアム整備事業の概要

２　スタジアムの特徴

３　工事の進捗状況と今後の取り組み

スタジアムの外観イメージ

次項に続く
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平成２６年６月２４日（火）　　１３：００～１８：００　（鹿児島大学稲盛会館：鹿児島市）

　「コンクリート診断士試験直前講習」

　　１　よく出る分野を確実に把握　　　　　　　　　２　特異分野の克服にむけて

　　３　記述式問題（一般）への取組み　　　　　　　４　記述式問題（専門）への取組み

　　【講師】「短期攻略　コンクリート診断士試験合格のポイント解説２０１５」共著

　　　　　東洋大学理工学部教授　　　　　　　　　　　福手　勤　氏

　　　　　五洋建設 (株 )技術研究所専門部長　　　　　内藤　英晴氏

　　　　　東洋建設 (株 )土木事業本部土木技術部部長　佐野　清史氏

平成２６年度第１回技術講習会

今年度も平成２７年７月１０日（金）　鹿児島大学にて開催予定
※開催終了しました

平成２６年９月２日（火）　　１０：３０～１７：００　　（グランメッセ熊本：熊本県益城町）

　　　　　　　　　　　　　　受講者７４名（会員社６９名、会員外社５名）

　　本講習会の趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野技術委員長

　　講習Ⅰ　第３章「製造」　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　松田技術委員

　　講習Ⅱ　第４章「検査」　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　山口技術委員

　　講習Ⅲ　第５章「耐久性」　第６章「苦情処理」　　　　　　　　　　山本技術副委員長

　　講習Ⅳ　第７章「安全衛生および公害防止」　　第８章「設備管理」　隈田技術委員

　　講習Ⅴ　第９章「マネジメント」　　　　　　　　 　　　　　　　　久野技術委員

　　特別講演　「コンクリート関連のＪＩＳについて」　　　　　　　　　麻生セメント (株 )　　前田禎夫氏

平成２６年度プレコン管理士講習会

今年度も平成２７年９月３日（木）　グランメッセ熊本にて開催予定
※開催終了しました

前項より

2015/3/20

第２回プレコン管理士試験
　（グランメッセ熊本：熊本県）

平成２７年度の技術に関する各種スケジュール

2015/3

2015/7

2015/9

2016/3

2015/7/10

コンクリート診断士講習会
　　（鹿児島大学：鹿児島市）

2015/7/26

コンクリート診断士試験
※日本コンクリート工学会主催

2015/9/3

平成２７年度プレコン管理士
講習会
　（グランメッセ熊本：熊本県）

2016/3

第３回プレコン管理士試験
　　　　　（開催地未定）

プレコン管理士制度 コンクリート診断士終
了

終
了

終
了

終
了

協会会員社の技術力向上のために、多数の皆様の受講・受験をお待ちしております！！
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九州コンクリート製品協会は
協会という入れものを準備して、その中に多くの情報を取りこんできた・・・

（１）専門外の領域から有用な知見を

簡単な自己紹介

昭和 58 年 4 月～ 61 年 3 月

　九州大学コンクリート研究室に在籍

　コンクリートの硫酸塩劣化について実験を行い、卒業論文及び修士論文を提出

昭和 61 年 4 月～平成 18 年 3 月

　運輸省港湾技術研究所・独立行政法人港湾空港技術研究所

　港湾コンクリート構造物の塩害に関する研究

平成 18 年 4 月～現在

　九州大学にて助教授、准教授、教授

　コンクリートの耐久性、コンクリート構造物の維持管理に関する研究を継続

■基調講演

プレキャストコンクリート技術
九州大学教授　濵田秀則（KyuPEC 学界正会員）

～さらなる発展のために～

コンクリートの研究者になって

感じたこと・・・

「コンクリートだけを見る、あるい

はコンクリートだけを考えていても

早晩行き詰ることになり、長く続け

ることは難しいのではないか・・・」

「コンクリートと他分野を関連付け

ながら研究課題を選定することを考

えるべきである・・・」

取り入れた情報を生かす方向は・・・？
取り入れた情報の取捨選択が必要では・・・？

（２）短期の目標達成でなく、長期的な視点で・・・

劣化した桟橋の事例
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t  

桟橋の劣化進行モデルへのマルコフ連鎖モデルの適用　”無秩序”の中に”秩序”を見出す
↑　海側

陸側　↓

劣
化
実
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結
果
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C 桟橋 (スラブ)

遷移確率 : 0.057

材齢 : 32 年
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第一次 調査結果

3 年後の予測

3 年後の調査結果

分
布

劣 化 度

スラブ

X = 0.113

一見”無秩序”の中に
きれいな”秩序”が
存在することが
おもしろい

独創的な研究とは・・・？　　　「ノーベル賞の周辺　”福井謙一博士と京都大学の自由な学風”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「学問の創造」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より

誰もがよく知っていることを、誰も考えつかなかったように考えること
古くから知られた、誰にでも見られ、見過ごされているものを新しいもののようにみること

コンクリートの多様化の方向

計算と結果・分析と将来予測

乾燥

させる

強くする

基本形

軽くする

粘り強く

する

高
強
度
化
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

超
高
層
Ｒ
Ｃ
ビ
ル
群
の
実
現

日本におけるコンクリート工学の
礎をつくった研究者

吉田徳次郎　九州大学名誉教授

明治 21（1888）　神戸にて生誕

明治 45（1912）　東京帝国大学土木

　　　　　　　　工学科主席卒業

大正 13（1924）　九州帝国大学教授

昭和 13（1938）　東京帝国大学教授

昭和 24（1949）　退官

昭和 35（1960）　逝去 次項に続く
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吉田名誉教授の研究とコンクリート構造物の進化

九州大学に展示されている
試験機

吉田先生の
高強度コンクリート

に関する研究
（昭和 15 年 11 月）

吉田先生建造のＲＣ船
（武智丸）

青森ベイブリッジ
高強度コン（60N）を

始めて高所へポンプ圧送

酒田みらい橋
150N を超える強度を実現

鉄筋コンクリート
ＲＣ構造

プレストレスト
コンクリート
ＰＣ構造

理想の構造形式
完全弾性体の
材料開発

ＲＣ構造からＰＣ構造へ
そして理想の構造へ

（３）受動的な情報収集から能動的な情報収集へ

・積極的に学会に参加してみてはどうでしょう・・・

・例えば、土木学会西部支部研究発表会など（毎年３月、九州・沖縄のいずれかの大学で開催）

世界一小さい気象観測所
東京都武蔵野市吉祥寺・成蹊学園成蹊気象観測所

加藤先生の気象観測
学生とともに昭和元年スタート

観測データ（気温）（真冬日・真夏日）

世界一小さい気象観測所の

すばらしさ
・地道な観測作業の継続
・難解な数式、解析がされているわけではないが・・・
・確かに地球温暖化が進んでいること、その影響は最低気温の
　上昇として顕在化していることを明らかにしている
・科学の進歩、人類の知識の向上に大きく貢献している。

学校（成蹊学園）の評価を高めている

「すばらしい学校に違いない！」

（４）オンリーワンのコンクリート製品を・・・

・陶器との共通点は・・・

　コンクリート製品にも独自の品質証明があってもよい

（５）外部の社会との積極的なかかわりを・・・

コンクリートを美しいと思った

強烈な記憶

ダムコンクリートの断面標本

福岡市内の道路ネットワークの中での橋梁の役割
福岡国際マラソン選手権大会を例として

九州内の道路ネットワークの中の土木構造物の役割
九州一周駅伝競走大会を例として

・42.195 ㌔のうち、14 橋（3㌔に 1橋の割合）
・橋梁長 1.41 ㌔（3.5％橋梁が含まれる）
・福岡市民が 1日 1㌔道路を利用すると仮定
　→1㌔×100 万人＝100 万㌔　→　橋梁部分は 3.5 万㌔

・世界最長の駅伝 1056.2 ㌔（橋梁も最多数 412 橋）
・ルート上土木構造物（橋 412、陸橋 41、トンネル 32）

”土木システム論”と”シビルプランナー”

・高齢化社会において必要とされる社会資本は何か、どの程度の量が必要なのかの目標を定めた社会資本整備の長期戦略が必要

・土木構造物を単体として考えるのではなく、複数の構造物を土木システムとして捉える視点が必要

・地域の建設産業に従事する人々に、地域のプランナーの役割を果たしていただくことはできないのか。コンクリートエンジニアから、

　地域のシビルプランナーに活動を広げていくことはできないものか。

・災害時の復旧のみならず、地域の将来のグランドデザインを考える役割を地域の建設業の方々に担っていただけないものか。

前項より
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【
総
評
】
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岡
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・
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歴
史
と
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を
兼
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え
、
過
去
に
日
本
オ
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も
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た
こ
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で
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九
州
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ま
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昂

た
る
足
取
り
で
各
自
テ
ィ
ー
グ
ラ
ン

ド
に
向
か
い
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
の
特
徴
で
あ
る
砲
台
グ

リ
ー
ン
に
ガ
ー
ド
バ
ン
カ
ー
、
参
加

者
の
大
半
が
ス
コ
ア
を
崩
し
な
が
ら

「
腕
に
合
わ
せ
た
ゴ
ル
フ
場
に
し
て

く
れ
！
！
」
な
ど
の
悲
鳴
が
方
々
で

聴
こ
え
る
中
、
緻
密
か
つ
堅
実
な
ゴ

ル
フ
で
他
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
寄
せ
付

け
な
か
っ
た
入
江
社
長
。
ア
ウ
ト
40
・

イ
ン
38
の
ト
ー
タ
ル
78
で
見
事
に
優

勝
。
同
氏
は
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲

得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
準
優
勝
に
は
今

回
の
ホ
ス
ト
役
を
ご
対
応
い
た
だ
い

た
大
野
会
長
が
ア
ウ
ト
43
・
イ
ン
46

と
安
定
し
た
ス
コ
ア
で
の
ラ
ウ
ン
ド

で
し
た
。

 

今
回
の
コ
ン
ペ
で
は
参
加
者
26
名

の
う
ち
、
16
名
が
３
ケ
タ
の
ス
コ
ア
。

実
に
６
割
以
上
の
方
が
ス
コ
ア
メ
イ

ク
に
苦
し
む
展
開
と
な
り
ま
し
た

が
、
キ
ャ
デ
ィ
さ
ん
の
一
人
か
ら
「
こ

の
コ
ン
ペ
の
皆
さ
ん
は
上
手
だ
か

ら
、
安
心
し
て
案
内
で
き
ま
す
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
運
営
側
と

し
て
も
一
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　ま
た
、
梅
雨
の
合
間
で
前
日
の
豪

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は
曇
天

の
中
ラ
ウ
ン
ド
で
き
た
こ
と
は
、
参

           

加
者
の
皆
様
の
日
頃

           

の
行
い
が
・
・
・

　
　
　
　
　

          

　次
回
の
『
第
24
回
九

　
　
　
　
　州
か
た
ま
り
会
懇
親
ゴ

　
　
　
　
　ル
フ
コ
ン
ペ
』
は
例
会

　
　
　
　
　翌
日
の
10
月
21
日
、
熊

　
　
　
　
　本
で
開
催
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で

　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
が
で
き
る
コ
ー

　
　
　
　
　ス
を
準
備
致
し
ま
す
の

　
　
　
　
　で
、
多
数
の
ご
参
加
を

　
　
　
　
　お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

九
州
か
た
ま
り
会

第

　
回
２３

と
き

　／
平
成
27
年
６
月
９
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
古
賀
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
福
岡
県
古
賀
市
）

優勝商品授与（優勝；入江俊介氏）

参　加　者　集　合　写　真

ＤＣ　要　秀和／入江俊介／岸川健太郎／

　　　濵﨑輝実

ＮＰ　松山隆文／入江俊介／馬渡洋三／

　　　今本裕之②

ＢＧ　入江俊介

優勝 入江　俊介 40 38 78 7.2 70.8

順位 氏名 out in gross HDCP Net

準優勝 大野　雅由 43 46 89 18.0 71.0

３位 今本　裕之 48 49 97 21.6 75.4

４位 濵﨑　輝実 50 52 102 26.4 75.6

５位 下瀬　博貴 44 43 87 10.8 76.2

６位 藤島　亮介 52 47 99 22.8 76.2

７位 南　光城 54 56 110 33.6 76.4

８位 上田　泰博 50 51 101 24.0 77.0

９位 茂森　潔 55 50 105 27.6 77.4

１０位 要　秀和 47 46 93 15.6 77.4

１１位 藤川　正治 51 47 98 20.4 77.6

１２位 児島　真吾 48 43 91 13.2 77.8

１３位 中村　健一郎 48 59 107 28.8 78.2

１４位 茂森　拓 50 57 107 28.8 78.2

１５位 楚輪　和夫 57 53 110 31.2 78.8

１６位 鏑流馬　清規 55 55 110 31.2 78.8

第２３回九州かたまり会　成績表

１７位 馬渡　洋三 49 48 97 16.8 80.2

１８位 蓑下　弘光 50 55 105 24.0 81.0

村尾　啓介 45 53 98 16.8 81.2

松山　隆文 54 61 115 33.6 81.4

１９位

２０位

松本　正信 62 50 112 30.0 82.0２１位

岸川　健太郎 54 52 106 24.0 82.0２２位

竹波　勝正 54 59 113 30.0 83.0２３位

下瀬　裕一 56 50 106 22.8 83.2２４位

西堀　亘 68 64 132 36.0 96.0ＢＢ賞

西村　昌人 62 71 133 36.0 97.0敢闘賞
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特定非営利活動法人九州コンクリート製品協会

組 織 図
平成27年 10 月 1 日現在

* は協会理事・監事

総 務 企 画 委 員 会 広 報 委 員 会 市 場 調 査 委 員 会 技 術 委 員 会

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

沖縄県
担当理事

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

副会長
(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

インフラテック(株)
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

会　長

**

*

*

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監　事
三和コンクリート工業(株)

錦戸　保介
（熊本県）

**

(株)ヤマックス
茂森　潔
前　会長

顧　問
(株)ヤマウ
権藤　勇夫
前　副会長

危 機 管 理 委 員 会

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

総 務 企 画 委 員 会

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

中里産業(株)
中里　大作
（福岡県）

大野コンクリート(株)
大野　雅由
（福岡県）

共和コンクリート工業(株)
森　英樹
（福岡県）

大協コンクリート(株)
藤川　正治
（佐賀県）

副委員長

委員長

委　員

〃

〃

〃

*

*

インフラテック(株)
松山　隆文
（鹿児島県）

〃

市 場 調 査 委 員 会

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

本田工業(株)
本田　智
（福岡県）

(株)馬渡商会
平川　康司
（佐賀県）

三和コンクリート工業(株)
田島　陽一
（熊本県）

(株)ヤマウ
吉田　晋也
（大分県）

(株)ヤマウ
木上　八市郎
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
村永　良一
（鹿児島県）

担当理事

担当理事

委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

(株)ヤマックス
木田　稔乙
（長崎県）

〃

広 報 委 員 会

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
鏑流馬　清規
（長崎県）

安永セメント工業(有)
安永　大志
（福岡県）

南九州コンクリート(株)
田畑　和章
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

委員長

担当理事

副委員長

委　員

〃

〃

担当理事 *

*

*

*

技 術 委 員 会

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

インフラテック(株)
河野　道文
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
山本　康雄
（福岡県）

麻生商事(株)
隈田　弘幸
（福岡県）

(株)ヤマウ
田中　圭司
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
山口　泰範
（佐賀県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
内田　辰郎
（長崎県）

(株)ヤマックス
松田　学
（熊本県）

担当理事

担当理事

担当理事

担当理事

委員長

副委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)池永セメント工業所
高橋　数史
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
日高　聖治
（宮崎県）

〃

〃

(株)ヤマックス
松本　冬樹
（熊本県）

〃

理 事 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

副会長

会長

副会長

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

九州共立大学　教授
牧角　龍憲
（福岡県）

委　員

福岡大学　教授
添田　政司
（福岡県）

九州大学　教授
濵田　秀則
（福岡県）

佐賀大学　教授
伊藤　幸広
（佐賀県）

長崎大学　教授
原田　哲夫
（長崎県）

熊本大学　教授
村上　聖
（熊本県）

大分大学　教授
佐藤　嘉昭
（大分県）

宮崎大学　名誉教授
中澤　隆雄
（宮崎県）

鹿児島大学　教授
武若　耕司
（鹿児島県）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

危 機 管 理 委 員 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（長崎県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

副委員長

委員長

副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

【理事会及び各委員会名簿】

投 稿 歓 迎 ！！ 掲載された方には薄謝を進呈いたします

広報委員会では会員の皆様からの投稿
をお待ちしています。情報、意見、エッ
セイ、漫画など、内容は自由です。お
気軽にお送りください。なお、紙面の
都合上、原稿の一部を削除、変更した
りする場合がありますが、その時はご
了承ください。

特定非営利活動法人
九州コンクリート製品協会事務局
熊本市中央区水前寺３－９－５
(株 ) ヤマックス内
（〒８６２－０９５０）

TEL　０９６－３８１－８９９９
http://www.k-conpas.jp

送り先

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃 *

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃 *

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監事

三和コンクリート工業(株)
錦戸　保介
（熊本県）

〃

*

*

本紙への

ご意見・ご感想を ！！
本紙Ｃｏｎｐａｓへ、
皆さまの率直なご意見やご感想を
お聞かせ下さい。
これからの編集の参考にさせて
いただきます。　　　　　
　　　　　　　　　　　　広報委員会
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■
理
事
会
及
び
各
委
員
会
報
告

理

　

事

　

会

　
秋
冷
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
夏
は
、
梅
雨
に
南
九
州
で
過
去

に
な
い
雨
量
を
記
録
し
、
絶
え
ず
雨

が
降
り
続
い
た
か
と
思
う
と
、
一
転
、

梅
雨
が
明
け
る
と
全
国
各
地
で
猛
暑

日
が
続
き
多
く
の
熱
中
症
患
者
が
発

生
す
る
と
い
う
例
年
に
な
い
厳
し
い

状
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
国
を
見
て
も
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
等
を
賑
わ
せ
た
安
保
改
正
法
案
・

新
国
立
競
技
場
建
設
問
題
、
沖
縄
米

軍
基
地
問
題
、
中
国
や
北
朝
鮮
と
の

関
係
性
、
経
済
面
の
中
国
株
式
市
場

暴
落
、
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
ギ
リ
シ
ャ
の
信

①
平
成
26
年
度
第
６
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
３
月
６
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

九
州
地
方
整
備
局
と
の
防
災
協
定
締

結
が
報
告
さ
れ
た
。

用
不
安
等
、
数
多
く
の
難
題
を
抱
え

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
我
々
の
業
界
に
お
い
て
も
、

一
昨
年
の
よ
う
な
大
型
補
正
予
算
も

な
く
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
特
需
も
終
焉

を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
、
北
部
九
州

豪
雨
災
害
復
旧
も
目
処
が
つ
い
た
中

で
大
変
な
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
実
際
、
本
年
４
月
以
降
の
九
州

に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

の
出
荷
量
は
、
多
少
の
地
域
差
は
あ

る
も
の
の
対
前
年
比
６
割
～
７
割
、

も
し
く
は
そ
れ
以
下
と
い
う
状
況
が

続
い
て
お
り
、
あ
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
の
頃
よ
り
、
更
に
厳
し
く

感
じ
る
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
思
い

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
我
々
業
界
は
過
去
幾
多
の
苦
難
、

試
練
に
耐
え
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、

自
ら
の
努
力
に
よ
る
「
強
さ
」
と
「
変

技
術
委
員
会
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

正
会
員
入
会
を
審
議
し
た
。

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
（
Ｊ
Ｃ

Ｉ
）
年
次
大
会
２
０
１
６
へ
の
協
力

を
審
議
し
た
。

平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
業
の

研
究
・
開
発
予
算
計
上
を
審
議
し
た
。

鹿
児
島
県
担
当
市
場
調
査
委
員
の
変

化
対
応
力
」
を
持
っ
て
お
り
ま
す
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
の
更
な

る
活
性
化
、
地
方
創
生
等
に
も
引
続

き
大
い
に
期
待
し
つ
つ
、
こ
の
厳
し

い
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
先
般
、
国
土
交
通
省
は
第
４
次
社

会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
中
で
、
２

０
２
０
年
ま
で
に
道
路
・
河
川
・
ダ
ム

等
の
社
会
資
本
分
野
で
個
別
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
、
い
よ
い
よ
老
朽
化
対

策
が
公
共
投
資
の
メ
イ
ン
と
な
る
流

れ
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々

業
界
の
厳
し
い
現
状
を
考
え
生
き
残

る
道
と
し
て
、
そ
の
流
れ
・
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
維
持
・
メ
ン
テ
へ
の
注

力
を
他
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
を
含
め
て

準
備
・
確
立
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ

り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
３
月
、
当
協
会
は
全
国

更
を
審
議
し
た
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
策
定
の
た
め

の
意
見
聴
取
を
実
施
し
た
。

第
九
回
通
常
総
会
の
開
催
準
備
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

②
平
成
27
年
度
第
１
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
５
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

総
務
企
画
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
市

に
先
駆
け
て
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
様
と
災
害
対
策
支
援
協
定
を

締
結
致
し
ま
し
た
。
本
年
６
月
の
総

会
時
に
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
協
定
に
よ
り
災
害
発
生

時
に
製
品
在
庫
等
の
情
報
・
資
材
置

き
場
の
提
供
・
災
害
現
場
へ
の
技
術

者
派
遣
等
を
い
ち
早
く
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
地
元
の
復
旧
・
復

興
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
体
制
が
整

い
ま
し
た
。
ま
た
国
土
強
靭
化
【
防

災
】
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
製
品
の
需
要
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
、
新
製
品
の
開
発
・
安
定
供
給

を
目
指
し
た
体
制
づ
く
り
が
我
々
業

界
に
課
さ
れ
た
責
任
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　
責
任
と
い
え
ば
、
今
夏
、
創
業
１
４

０
年
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
が
無
責

任
に
行
っ
た
組
織
的
で
か
つ
不
適
切

な
利
益
操
作
は
、
社
長
以
下
役
員
の

場
調
査
委
員
会
、
技
術
委
員
会
開
催

が
報
告
さ
れ
た
。

平
成
26
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

実
施
が
報
告
さ
れ
た
。

第
２
回
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ

Ｇ
会
議
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
検
定
２
０
１
５

へ
の
協
賛
を
審
議
し
た
。

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

（
理
事
会
上
程
案
）を
審
議
し
た
。

辞
職
・
名
声
の
失
墜
・
株
主
代
表
訴
訟

の
問
題
も
は
ら
み
、
連
日
新
聞
紙
上

を
賑
わ
し
ま
し
た
。「
上
司
の
意
向
に

逆
ら
え
な
い
企
業
風
土
」
の
中
に
在

籍
さ
れ
た
、
大
多
数
の
実
直
で
誠
実

な
社
員
の
気
持
ち
を
慮
れ
ば
、
心
か

ら
の
同
情
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　
あ
ら
た
め
て
経
営
を
預
か
る
も
の

と
し
て
、
ま
た
我
々
業
界
の
責
任
を

果
た
す
う
え
で
も
「
王
道
を
外
さ
な

い
姿
勢
」
と
折
に
触
れ
て
「
襟
を
正
す

こ
と
」
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
維
持
・
メ
ン
テ
技
術
の
確
立
、
災
害

時
支
援
等
、
当
協
会
が
果
た
す
役
割

と
責
任
は
重
く
、
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
襟
を
正

し
王
道
を
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
責

任
あ
る
協
会
へ
」
引
続
き
、
皆
様
方
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

（
理
事
会
上
程
案
）を
審
議
し
た
。

危
機
管
理
委
員
会
組
織
変
更
を
審
議

し
た
。

第
九
回
通
常
総
会
の
開
催
概
要
を
協

議
し
た
。

平
成
27
年
度
第
１
回
例
会
開
催
日
程

を
調
整
し
た
。

平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
開

催
日
程
を
調
整
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
２
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
６
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

技
術
委
員
会
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
参
加
が
報
告
さ
れ
た
。

第
九
回
通
常
総
会
開
催
概
要
を
最
終

確
認
し
た
。

①
平
成
27
年
度
第
１
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
４
月
７
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

の
内
容
を
精
査
し
た
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

の
委
員
会
提
起
内
容
を
協
議
し
た
。

責
任
の
重
さ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

会
　
長
　
　
松
﨑
　
秀
雄

展望

会長　　松﨑　秀雄

総

務

企

画

委

員

会

次

頁

に

つ

づ

く

➪
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平
成
27
年
９
月
３
日
（
木
）
、
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
熊
本
県
益
城
町
）
で

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
・
会
員
外

社
を
含
め
て
合
計
91
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
こ
の
「
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制

度
」
の
講
習
会
は
今
回
で
４
年
目
の

開
催
で
、
協
会
で
発
行
し
て
い
る
「
プ

レ
コ
ン
管
理
技
術
者
用
テ
キ
ス
ト

（
第
２
版
）
」
に
沿
っ
て
各
章
担
当
の

技
術
委
員
が
内
容
を
説
明
し
ま
し

た
。

日
時
　
平
成
27
年
９
月
３
日
（
木
）

　
　
　
10
時
30
分
　
～
　
17
時

場
所
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
（
熊
本
県
益
城
町
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
開
会
及
び
本
講
習
会
の
趣
旨
説
明

○
講
習

講
習
Ⅰ
　
第
３
章
「
製
造
」

講
習
Ⅱ
　
第
４
章
「
検
査
」

講
習
Ⅲ
　
第
５
章
「
耐
久
性
」
第
６
章

「
苦
情
処
理
」

講
習
Ⅳ
　
第
７
章
「
安
全
衛
生
及
び

公
害
防
止
」
　
第
８
章
「
設
備
管
理
」

講
習
Ⅴ
　
第
９
章
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

○
特
別
講
演

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
建
築
の
た

め
の
基
本
原
則
と
品
質
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
」
　

　
鹿
児
島
大
学
教
授
　
武
若
耕
司
氏

　
　
　
　
　
（
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
委
員
）

　
各
章
担
当
技
術
委
員
の
講
習
に
加

え
て
、
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
活
動
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
鹿
児
島
大

学
・
武
若
教
授
よ
り
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
建
築
の
た
め
の
基
本
原
則
と

品
質
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
」
と

題
し
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
演
で
日
頃
製
造
し
て
い
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
構
造
物
と
し
て

の
考
え
方
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
日
常

業
務
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
３
月
に
２
回
目
の
「
プ
レ
コ

ン
管
理
士
認
定
試
験
」
を
実
施
し
、
成

績
優
秀
者
に
プ
レ
コ
ン
管
理
士
の
認

定
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
講
習

会
を
通
し
て
会
員
各
社
の
技
術
力
向

上
を
実
現
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

業
界
の
技
術
的
認
知
度
向
上
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
多
数
の
皆
様
の
受
講
・
受
験
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
は
「
出
力
が
不
安
定
」

と
い
う
こ
と
で
電
力
会
社
か
ら
政
府

へ
の
申
し
入
れ
に
よ
り
今
年
の
１
月

に
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
発
電
事
業

者
は
出
力
抑
制
や
買
い
取
り
価
格
の

ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
太
陽
光
発
電
は
失
敗
」
か
と
い
う

声
も
聞
か
れ
た
が
、
７
月
15
日
の
猛

暑
日
の
午
後
４
時
台
に
は
九
電
で
は

大
型
火
力
二
基
並
以
上
の
発
電
を
得

た
そ
う
だ
か
ら
、
夏
の
供
給
力
と
し

て
は
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。
し
か
し
、

電
力
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
に
は
巨
額
の

蓄
電
費
用
が
か
か
る
し
、
現
状
で
は

採
算
上
成
り
立
た
な
い
。
か
と
言
っ

て
、
我
わ
れ
は
い
つ
ま
で
も
化
石
燃

料
に
よ
る
地
球
温
暖
化
や
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
危
険
に
寛
容
で
は
い
ら

れ
な
い
。

　
国
内
事
情
を
見
て
も
、
少
子
化
に

よ
る
放
棄
地
の
増
加
や
海
外
か
ら
の

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
購
入
に
頼
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
日
本
の
貿
易
収

支
も
国
内
経
済
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
さ
え

自
給
率
の
改
善
が
で
き
れ
ば
、
こ
の

国
は
ま
る
で
一
変
し
た
豊
か
な
国
に

変
貌
す
る
。
や
は
り
、
太
陽
光
発
電
は

日
本
に
と
っ
て
必
須
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
あ
る
。

　
水
力
は
も
ち
ろ
ん
、
水
素
、
風
力
、

地
熱
、
海
の
波
力
、
汚
泥
や
藻
類
の
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
自
前
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
垂
涎
の
宝
物
で
あ

る
。
特
に
、
水
素
は
宇
宙
で
最
も
多
い

元
素
で
あ
る
。
た
だ
地
球
上
で
は
水

や
メ
タ
ン
な
ど
の
化
合
物
と
し
て
存

在
す
る
か
ら
、
取
り
出
す
の
に
更
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。
現
状
で
は
、
天

然
ガ
ス
や
石
油
に
含
ま
れ
る
メ
タ
ン

か
ら
取
り
出
し
て
い
る
の
で
Ｃ
Ｏ
２

を
発
生
さ
せ
る
。
水
か
ら
電
気
分
解

で
水
素
を
取
り
出
せ
た
ら
い
い
の
だ

が
、
そ
れ
に
は
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
作
っ
た
大
量
の
電
気
が
い

る
。
し
か
し
、
水
素
は
ス
ト
ッ
ク
で
き

る
。
気
象
に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
や

風
力
な
ど
の
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

水
素
に
変
え
て
お
け
ば
貯
蔵
で
き

る
。

　
第
３
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ま
だ
国
内

電
力
の
１
割
に
も
満
た
な
い
が
、
企

業
や
大
学
で
研
究
と
模
索
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
牛
歩
に
似
た
力
が

あ
る
日
、
産
業
の
爆
発
を
生
む
の
で

は
な
い
か
と
我
わ
れ
は
期
待
す
る
。

政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
政
策
で
第

二
の
原
子
炉
と
云
わ
れ
る
高
温
ガ
ス

炉
に
取
り
組
む
そ
う
だ
が
、
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
国
の
将
来
へ
の

必
須
の
課
題
で
あ
る
。

　
当
業
界
と
し
て
も
、
バ
イ
オ
プ
ー

ル
や
汚
泥
処
理
プ
ラ
ン
ト
な
ど
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

目
が
離
せ
な
い
。

 
 

広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
松
山
直
英

■
平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
技
術
講
習
会基調講演講師

（鹿児島大学・武若教授）

講習Ⅰ　講師
（田中技術委員）

講習Ⅱ　講師
（内田技術委員）

講習Ⅲ　講師
（隈田技術委員）

講習Ⅳ　講師
（河野技術委員長）

会　場　全　景

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
明
日
は
ど
っ
ち
だ

Energy
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前

頁

よ

り

➪

②
平
成
27
年
度
第
２
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
４
月
30
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

の
理
事
会
上
程
内
容
を
作
成
し
た
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

の
理
事
会
上
程
内
容
を
作
成
し
た
。

第
九
回
通
常
総
会
の
開
催
運
営
を
協

議
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
３
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
６
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

第
九
回
通
常
総
会
運
営
の
直
前
確
認

を
し
た
。

①
平
成
26
年
度
第
４
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
３
月
６
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第
22

刊
」
の
編
集
会
議
を
実
施
し
た
。

平
成
27
年
度
の
活
動
計
画
を
協
議
し

た
。

②
平
成
27
年
度
第
１
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
６
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第
23

刊
」
の
役
割
分
担
会
議
を
実
施
し
た
。

①
平
成
26
年
度
第
３
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
３
月
６
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

平
成
26
年
度
市
場
調
査
レ
ポ
ー
ト
作

成
内
容
を
協
議
し
た
。

平
成
27
年
度
の
活
動
計
画
を
協
議
し

た
。

②
平
成
27
年
度
第
１
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
４
月
27
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

平
成
27
年
度
の
市
場
調
査
方
法
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
２
回
市
場
調
査
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
８
月
７
日

場
所
　
博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

内
容

市
場
調
査
回
収
デ
ー
タ
を
精
査
し

た
。

市
場
調
査
報
告
書
の
構
成
を
協
議
し

た
。

平
成
27
年
度
第
１
回
建
設
資
材
対
策

九
州
地
方
連
絡
会
時
の
発
表
内
容
を

協
議
し
た
。

①
平
成
26
年
度
第
８
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
１
月
21
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
の
実
施
内
容

を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

技
術
的
諸
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
技
術
懇
談
会
の
開
催
テ
ー
マ
を
協

議
し
た
。

②
平
成
26
年
度
第
９
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
２
月
24
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
の
実
施
内
容

を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

技
術
的
諸
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
技
術
懇
談
会
の
開
催
を
協
議
し

た
。

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
（
Ｊ
Ｃ

Ｉ
）
年
次
大
会
２
０
１
６
へ
の
協
力

を
協
議
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
１
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
４
月
24
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験
の
実
施
結
果

が
報
告
さ
れ
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

通
常
総
会
時
の
技
術
委
員
会
活
動
報

告
内
容
を
協
議
し
た
。

④
平
成
27
年
度
第
２
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
５
月
26
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習
会
の
開
催
を

協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
を
協
議
し
た
。

技
術
的
諸
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
技
術
懇
談
会
の
開
催
を
協
議
し

た
。

平
成
27
年
度
第
１
回
技
術
講
習
会
（

①
第
２
回
Ｗ
Ｇ
会
議

日
時
　
平
成
27
年
４
月
30
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

「
災
害
復
旧
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
大
型

積
ブ
ロ
ッ
ク
と
「
取
組
み
や
す
い
身

近
な
製
品
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
転

車
道
側
溝
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を

協
議
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
講
習
会
）
の

開
催
を
協
議
し
た
。

協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
の
協

議
内
容
が
説
明
さ
れ
た
。

⑤
平
成
27
年
度
第
３
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
７
月
１
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習
会
の
開
催
概

要
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
概
要
を
協
議
し
た
。

技
術
的
諸
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
へ
の
提
案
事

項
を
協
議
し
た
。

⑥
平
成
27
年
度
第
４
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
９
月
16
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習
会
の
開
催
が

報
告
さ
れ
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
改
訂
を

協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

開
催
概
要
を
協
議
し
た
。

技
術
的
諸
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
へ
の
提
案
事

項
を
協
議
し
た
。

広

報

委

員

会

市

場

調

査

委

員

会

技

術

委

員

会

協
会
型
製
品
開
発
・
導
入

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

C O N P A S (16)

　
平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）
、
鹿
児

島
大
学
工
学
部
稲
盛
会
館
（
鹿
児
島

市
）
に
て
、
平
成
27
年
度
第
１
回
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

通
り
、
当
協
会
の
主
催
で(
株)
鹿
児

島
Ｔ
Ｌ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
、
７
月
26

日
に
実
施
さ
れ
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

診
断
士
」
の
受
験
直
前
講
習
と
し
て
、

問
題
集
を
作
成
し
た
講
師
を
招
い
て

の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
13
時
～
18
時

場
所
　
鹿
児
島
大
学
工
学
部

　
　
　
稲
盛
会
館
（
鹿
児
島
市
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
第
一
次
講
習
　
四
肢
択
一
問
題
へ

　
　
　
　
　
　
　
の
基
礎
固
め

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
内
藤
英
晴
）

　
第
二
次
講
習
　
記
述
式
問
題
（
一

　
　
　
　
　
　
　
般
）
へ
の
取
組
み

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
福
手
勤
）

　
第
三
次
講
習
　
記
述
式
問
題
（
専

　
　
　
　
　
　
　
門
）
へ
の
取
組
み

　
　
　
　
　
　
（
講
師
：
佐
野
清
史
）

参
加
者
　
協
会
会
員
社
よ
り
24
名
を

　
　
　
　
含
め
た
約
40
名

　
当
協
会
で
は
、「
安
全
安
心
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
供
給
」
の
た
め
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
講
習
会
と
プ

レ
コ
ン
管
理
士
講
習
会
の
２
本
立
て

で
の
会
員
各
社
の
技
術
力
向
上
に
つ

と
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
九
州
地
方

整
備
局
と
締
結
し
た
防
災
協
定
で

も
、
専
門
的
な
技
術
を
有
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
有
資
格
者
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
講
習
会
開
催

等
を
通
し
て
協
会
活
動
を
活
性
化
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

『
建
設
技
術
の
開
発
・
活
用
・
普
及
促

進
の
た
め
に
、
産
・
学
・
官
（
企
業
・
大

学
・
行
政
）
そ
れ
ぞ
れ
が
新
技
術
の
開

発
・
活
用
の
最
新
情
報
等
に
関
す
る

取
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
・
交

換
し
、
技
術
情
報
の
展
示
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
形
を
と
り
な
が

ら
連
携
を
深
め
、
九
州
に
お
け
る
更

な
る
建
設
技
術
の
発
展
を
目
指
す
』

こ
と
を
主
題
と
し
た
「
九
州
建
設
技

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」
が
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
当
協
会
は
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
実
行
委
員
会
に
参

画
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
概
要

は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
平
成
27
年
度
第
一
回
技
術
講
習
会

■
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
案
内

（
告
知
）

九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
２
０
１
５
　
開
催
概
要
（
予
定
）

開
催
日
　
平
成
27
年
10
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
６
日
（
火
）
の
二
日
間

開
催
地
　
福
岡
国
際
会
議
場

　
　
　
　
　
　
　
１
Ｆ
・
２
Ｆ
・
３
Ｆ

開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム

★
10
月
５
日
（
月
）

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
主
催
者
挨
拶
等

②
基
調
講
演

「
地
形
か
ら
見
る
都
市
の
誕
生
と
発

展
」

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
代
表
理
事
　
　
竹
村
公
太
郎
氏

③
技
術
情
報
の
提
供
（
技
術
概
要
集

の
配
布
／
ブ
ー
ス
展
示
／
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
／
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
）

④
意
見
交
換
会

★
10
月
６
日
（
火
）
①
技
術
情
報
の
提

供
（
技
術
概
要
集
の
配
布
／
ブ
ー
ス

展
示
／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

②
記
念
講
演

「
稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
」

講
師
：
九
州
大
学
教
授
・
谷
口
博
文
氏

◆
協
力
支
援
／
九
州
建
設
業
協
会
、

佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、

宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

◆
後
援
／
西
日
本
新
聞
社
、
日
本
経

済
新
聞
社
、
日
刊
工
業
新
聞
社
、
日
刊

建
設
工
業
新
聞
社
、
日
刊
建
設
通
信

新
聞
社
、
九
建
日
報
社

◆
事
務
局
／
（
一
社
）
九
州
建
設
技
術

管
理
協
会
、（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
協
会
九
州
支
部

◆
入
場
料
／
無
料

九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
実
行
委
員
会
構
成
機
関
・
団
体

委
員
長
：
日
野
伸
一

　
　
　
　
　
　
（
九
州
大
学
副
学
長
）

副
委
員
長
：
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
企
画
部
長
／
福
岡
県
県
土
整

備
部
長
／
（
社
）
日
本
建
設
業
連
合
会

九
州
支
部
長
／
（
社
）
福
岡
県
建
設
業

協
会
会
長
／
（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
協
会
九
州
支
部
長

委
員
：【
学
】（
公
財
）
土
木
学
会
西
部

支
部
／
（
公
財
）
地
盤
工
学
会
九
州
支

部
／
（
一
社
）
九
州
橋
梁
・
構
造
工
学

研
究
会
【
産
】（
一
社
）
日
本
建
設
業
連

合
会
九
州
支
部
／
（
社
）
福
岡
県
建
設

業
協
会
／
（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
九
州
支
部
／
（
一
社
）
日
本

道
路
建
設
業
協
会
九
州
支
部
／
（
一

社
）
日
本
橋
梁
建
設
協
会
九
州
事
務

所
／
（
一
社
）
日
本
建
設
機
械
施
工
協

会
九
州
支
部
／
（
一
社
）
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
設
業
協
会

九
州
支
部
／
（
一
社
）
日
本
埋
立
浚
渫

協
会
九
州
支
部
／
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
九
州
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
／
（
一
社
）
全

国
測
量
設
計
業
協
会
連
合
会
九
州
地

区
協
議
会
／
（
一
社
）
全
国
特
定
法
面

保
護
協
会
九
州
地
方
支
部
／
（
一
社
）

九
州
地
域
づ
く
り
協
会
／
（
一
社
）
九

州
地
方
計
画
協
会
／
（
社
）
北
部
九
州

河
川
利
用
協
会
／
（
一
社
）
九
州
建
設

技
術
管
理
協
会
【
官
・
発
注
機
関
】
国

土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
／
福
岡

県
／
福
岡
市
／
北
九
州
市
／
（
独
）
水

資
源
機
構
筑
後
川
局
／
西
日
本
高
速

道
路(

株)

九
州
支
社
／
福
岡
北
九
州

高
速
道
路
公
社

※

例
年
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
九

州
地
方
整
備
局
の
関
係
部
署
に
よ
る

「
新
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
開
設
さ

れ
、
今
回
も
参
加
者
か
ら
の
技
術
に

関
す
る
様
ざ
ま
な
質
問
に
対
応
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
土
木

学
会
認
定
継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
お
よ
び
「
地
盤
工
学
会
認
定

継
続
教
育
（
Ｇ―

Ｃ
Ｐ
Ｄ)

プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
登
録
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

　
当
協
会
が
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行

委
員
会
に
参
画
し
て
以
来
、
協
会
会

員
社
が
毎
年
、
技
術
情
報
の
出
展
を

し
て
お
り
ま
す
。
出
展
に
あ
た
っ
て

は
、
実
行
委
員
会
参
画
団
体
と
し
て

の
優
遇
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
出

展
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

※

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
展
申
込

み
は
８
月
７
日
で
終
了
し
て
お
り
ま

す
。



C O N P A S (14)

　九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
の

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
九
州
農
政

局
管
内
の
農
業
・
農
村
の
整
備
に
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　九
州
農
政
局
で
は
、
農
業
農
村
整

備
事
業
等
を
活
用
し
て
、
農
村
地
域

の
生
産
基
盤
、
生
活
環
境
の
整
備
に

加
え
て
、
災
害
復
旧
等
の
整
備
を
地

方
自
治
体
や
地
元
農
家
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

整
備
の
大
半
は
、
農
村
地
域
や
中
山

間
地
域
な
ど
条
件
不
利
地
域
で
実
施

さ
れ
、
ま
た
、
工
事
期
間
も
農
閑
期
や

非
か
ん
が
い
期
で
の
実
施
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
品
質
や
安
全
性
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
経
済
性
、
施
工

性
、
事
業
工
期
の
観
点
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
二
次
製
品
の
活
用
・
拡
大
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
農
業
農
村
地
域
は
、
自
然
豊

か
な
環
境
と
の
調
和
や
景
観
へ
の
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境

等
へ
の
負
荷
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
近
年
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に

対
応
し
た
施
設
の
補
強
・
強
化
・
改
修

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
製

品
開
発
や
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
高

い
専
門
的
知
識
と
実
績
等
を
持
つ
九

州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。

　わ
が
国
の
農
業
生
産
の
基
盤
は
、

農
地
面
積
４
０
０
万
㏊
、
農
業
用
用

排
水
路
約
40
万
㎞
、
ダ
ム
等
の
基
幹

的
な
施
設
で
約
７
千
箇
所
に
の
ぼ
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
基
盤
の
う
え
に

農
業
が
営
ま
れ
、
農
業
・
農
村
の
多
面

的
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　九
州
管
内
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

施
設
等
の
再
整
備
や
更
新
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
施
設
の
効
果
的
か
つ
計

画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
は
、
農
地

や
農
業
用
水
等
を
活
用
し
な
が
ら
施

設
の
更
新
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　特
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

を
積
極
的
に
活
用
し
、
農
地
の
大
区

画
化
（
50
ア
ー
ル
～
１
㏊
）
と
隣
接
す

る
道
路
や
排
水
路
の
整
備
に
係
る
コ

ス
ト
低
減
と
工
期
の
短
縮
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
農
地
に
必
要
な
農
業
用
水

は
、
河
川
か
ら
取
水
す
る
大
規
模
水

路
か
ら
農
地
間
を
接
続
す
る
小
規
模

水
路
ま
で
、
利
用
形
態
や
施
設
規
模
、

さ
ら
に
は
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
し

た
施
設
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
多
様
な
機
能
と
安
定
し
た
品
質

を
持
つ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　さ
ら
に
、
近
年
の
大
規
模
災
害
に

迅
速
に
対
応
し
、
農
村
被
害
や
農
業

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
等
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
九
州
農
政
局
管
内
の
農
業
農

村
整
備
事
業
等
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
製
品

開
発
や
高
い
技
術
力
に
基
づ
く
商
品

の
安
定
供
給
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　福
岡
県
筑
後
市
、
九
州
新
幹
線
筑

後
船
小
屋
駅
北
側
に
建
設
中
の
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
・
フ
ァ
ー
ム
本

拠
地
。
平
成
28
年
３
月
開
業
へ
む
け

て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

農
業
・
農
村
の
整
備
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
へ
の
期
待

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
長

　
井
上

　
明

農林水産省
九州農政局長

井上　明

ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム

　
　
　順
調
に
進
行
中

BaseBall

　筑
後
市
で
は
、
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地

を
誘
致
す
る
際
に
結
成
さ
れ
た

『
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
運
営
支
援
協
議

会
（
会
長

　中
村
征
一
筑
後
市
長
）
』

が
中
心
と
な
り
、「
球
場
を
少
年
野
球

の
試
合
会
場
と
し
て
使
わ
せ
て
ほ
し

い
」
等
球
団
と
の
連
携
事
業
案
の
協

議
を
進
め
て
お
り
、
近
く
地
域
包
括

連
携
協
定
を
締
結
す
る
予
定
と
い

う
。

　近
隣
の
県
営
公
園
整
備
、
道
路
整

備
も
進
み
、
九
州
一
乗
降
客
の
少
な

い
新
幹
線
駅
と
言
わ
れ
た
筑
後
船
小

屋
駅
で
す
が
、
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム

の
開
業
を
機
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
で
す

ね
。　

　
　広
報
委
員
（
福
岡
）
安
永
大
志

建設中のホークスファーム
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思ったこと
熊本大学大学院自然科学研究科
教　授　　村上　聖　（ＫｙｕＰＥＣ学界正会員）

　「Ｃｏｎｐａｓ」への寄稿を依頼され、いざ執筆に取り

掛かろうとしたものの時間ばかりが過ぎて行く。何か題

材を得ようと九州コンクリート製品協会のホームページ

を眺め、法人設立の趣旨である「循環型社会基盤形成」

推進、リサイクル技術の研究・開発、高性能・高品質な

プレキャスト製品の開発をキーワードに思ったことを以

下に述べたい。

　２００２年に熊本県内の大学・高専・民間企業を中心

にＮＰＯ法人廃棄物再資源化研究会（理事長は、当時熊

本大学教授の三井宣之先生）を立ち上げ、近い将来熊本

県でリサイクル製品認証制度を確立したいという熱い思

いを込めて研究活動を続けてきたが、思いを十分に果た

せないまま、２０１４年に解散してしまった。当時は、

生コンスラッジ、廃石こう、廃ガラス、瓦廃材、石炭灰、

パルプスラッジ焼却灰、溶融スラグ、廃プラスチック、

竹炭、竹チップ、廃木片など研究対象となる廃棄物に事

欠かない盛況を呈し、数件の特許申請も行ってきたが、

製品化にあたって行政の高い壁に阻まれ、１０年という

長い年月とともに会員の熱も次第に冷めてしまった。皮

肉なことに、最近、熊本県で県独自のリサイクル製品認

証制度の構築に向けた検討委員会が設置されたと聞く。

研究会の立上げが早すぎたのか、産学官連携事業では三

者のタイムラグを調整して、ここぞというタイミングを

逃さないことが肝要なのかと思う。

　良質な天然骨材が枯渇し、今後は循環資材を再生骨材

として有効利用していかなければ大量供給という側面か

ら立ちいかなくなることは目に見えている。これまでに

高炉スラグ骨材、フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ

骨材、電気炉酸化スラグ骨材、溶融スラグ骨材等のスラ

グ類が順次ＪＩＳ化されている。今後あらたなリサイク

ル骨材の実用化にあたっては、循環資材利用促進と環境

安全品質確保の両面からの検討が必要になる。コンクリー

ト用骨材の場合、利用促進の面からは使用中の状態を考

慮してコンクリート成形体のままで評価すべきか、環境

安全品質の面からは、成形固化物であっても長期的な細

粒化を前提として、土壌の溶出試験方法に準じて評価す

べきか、前者は利用が終了した後に粉砕されて路盤材等

へ再利用される可能性に対する評価が不十分であるとい

う懸念が、また、後者は全て２㎜以下に粉砕されること

は過剰なものであり循環資材利用促進を阻害するという

懸念が指摘されている。「循環資材の環境安全品質及び検

査方法に関する基本的考え方」の素案では、撤去後の再

利用や処分も含めたライフサイクルを調査し、その中で

環境影響が最も懸念される最も配慮すべき状態に基づい

て評価することが提案されている。そうなれば、製品の

ライフサイクルを視野にあらたなリサイクル骨材の利用

促進がはかられる可能性もでてくる。

　「和風総本家」というＴＶ番組をよく見る。日本の小

さな町工場で職人の手でつくられる道具の製造工程とそ

の道具が遠い海外の職人により大切に使われている様子

を相互にＴＶモニターで視聴するというクイズ形式の番

組である。日本の職人がこだわりをもってつくった道具

を使用者である海外のプロもこだわりをもって重用し、

両者がお互いをリスペクトする姿に素人の私でもお互い

の信頼関係に感動を受ける。コンクリート二次製品も同

様に、製造者とそれを使用する施工者のお互いの信頼関

係が製品の品質を担保するのではないだろうか。また、

その品質を建造物の発注者にも十分に理解してもらうた

めに地道な広報活動も必要であろう。構造設計でも震度

Ⅶクラスの大地震に対しては、建て替えを余儀なくされ

ても構造物が崩壊して居住者が死ななければ良しとする

設計を行っていることは素人にはあまり知られていな

い。コンクリートに対するひび割れのクレームも同様、

使用者への丁寧な説明が大切かと思われる。

　既存建物の耐震診断では、構造耐震指標Ｉｓ値で構造

物の耐震性が総合的に評価される。耐震性とは、つまる

ところ構造物による地震動エネルギーの吸収能力であ

り、Ｉｓ値は、構造物の水平耐力を表す強度指標Ｃと変

形能力を表す靱性指標Ｆとの積として吸収エネルギー能

力を表す保有性能基本指標Ｅｓ値に、構造計画に関わる

形状指標Ｓｄと耐久性に関わる経年指標Ｔを乗じたパラ

メータである。一つのパラメータで、基本的な構造物の

耐震性能と構造計画の良否や経年的な建物の老朽化をす

べて考慮しているところに工学的な価値がある。コンク

リートのワーカビリティーという用語は、材料分離抵抗

性と打込み・締固め・仕上げ等の作業容易性をあわせも

つ性質である。しかしながら、材料分離抵抗性と作業容

易性は相反する性質を有し、ワーカビリティ－の良否を

絶対的に判断することはできない。施工条件に応じて相

対的に評価する以外にない。コンクリート二次製品にお

いても、施工性、力学的性質、耐久性、ライフサイクル

コスト等の多くの相反する性能を一つのパラメータによ

り総合的に評価することができないものであろうか。も

ちろん、それぞれの性能を数値化すること、用途に応じ

て各種性能の重み付けを考慮するなど、ディテールは十

分に検討される必要はあるが。

　以上、思ったことについて羅列的な記述に終わってし

まったが、品質確保のためにはお互いの信頼関係を深め

技術者として製品に対するこだわりをもつことや、製品

の使用者に対してはその品質を丁寧に説明して行く地道

な広報活動が大切なのではないかと思う。




